
松平伊賀守家のコレクション形成

（1）

論
文
要
旨

　

上
田
藩
主
松
平
伊
賀
守
家
は
、
片
輪
車
蒔
絵
螺
鈿
手
箱
（
国
宝
）
を
は
じ
め
多

く
の
美
術
品
を
所
蔵
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
同
家
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
形
成
は
資
料
の
不
足
か
ら
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。

　

新
た
な
資
料
と
し
て
同
家
の
茶
の
湯
道
具
の
蔵
帳
で
あ
る
『
御
手
許
御
道
具

覚
』（
上
田
市
立
博
物
館
蔵
）
に
着
目
し
た
。
本
蔵
帳
は
、
わ
ず
か
七
十
八
件
し

か
記
載
が
な
い
も
の
の
国
宝
二
件
、
重
要
文
化
財
一
件
、
重
要
美
術
品
一
件
を
含

む
。
ま
た
こ
れ
ら
の
道
具
の
来
歴
を
大
別
す
る
と
、
将
軍
か
ら
の
拝
領
品
、
江
戸

の
材
木
商
冬
木
屋
上
田
家
旧
蔵
品
、
土
浦
藩
主
土
屋
家
旧
蔵
品
と
な
る
。
特
に
冬

木
屋
本
家
旧
蔵
の
中
興
名
物
の
多
く
が
伊
賀
守
家
に
移
動
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の

道
具
の
入
手
は
当
然
、
当
時
の
江
戸
の
美
術
品
を
め
ぐ
る
動
向
と
深
く
関
係
し
て

い
る
た
め
三
代
藩
主
松
平
忠
順
、
四
代
藩
主
忠
済
に
着
目
し
た
。

　

本
稿
で
は
『
御
手
許
御
道
具
覚
』
を
起
点
に
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
形
成
と
、
そ
れ

に
つ
な
が
る
伊
賀
守
家
当
主
と
茶
の
湯
文
化
の
関
係
を
明
確
に
し
、
さ
ら
に
近
代

に
お
け
る
美
術
品
移
動
に
つ
い
て
も
論
じ
た
。

　

キ
ー
ワ
ー
ド
【  

松
平
伊
賀
守
、
冬
木
屋
上
田
家
、
中
興
名
物
、
川
上
不
白
、
茶

の
湯
文
化
】

は
じ
め
に

　

以
前
、
筆
者
は
正
徳
四
（
一
七
一
四
）
年
の
銀
座
役
人
の
闕
所
に
際
し
、
没

収
さ
れ
た
家
財
や
美
術
品
が
一
旦
は
入
札
で
落
札
さ
れ
た
も
の
の
、
三
件
の
作

品
に
つ
い
て
は
そ
の
後
、
二
条
城
の
蔵
で
保
管
さ
れ
た
点
に
着
目
し
た
。
三
件

の
作
品
と
は
片
輪
車
蒔
絵
螺
鈿
手
箱
（
図
1
。
国
宝
。
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）、

千
歳
蒔
絵
硯
箱
（
図
2
。
藤
田
美
術
館
蔵
）、
若
狭
盆
で
あ
る
。

　

片
輪
車
蒔
絵
螺
鈿
手
箱
と
千
歳
蒔
絵
硯
箱
は
享
保
六
（
一
七
二
一
）
年
七
月

三
日
、
江
戸
城
に
お
い
て
京
都
所
司
代
で
あ
っ
た
信
州
上
田
藩
初
代
藩
主
で
あ

る
松
平
忠
周
（
一
六
六
一
│
一
七
二
八
）
が
、
八
代
将
軍
徳
川
吉
宗
（
一
六
八

四
│
一
七
五
一
）
か
ら
内
々
に
拝
領
し
て
い
た
。
ま
た
五
代
将
軍
徳
川
綱
吉

（
一
六
四
六
│
一
七
〇
九
）
か
ら
拝
領
し
た
文
琳
茶
入
銘
「
白
玉
」（
図
3
。
重

要
美
術
品
。
根
津
美
術
館
蔵
）
や
天
皇
家
、
宮
家
か
ら
の
拝
領
品
を
明
確
に
し
、
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手
箱
と
硯
箱
の
拝
領
の
意
義
に
つ
い
て
論
じ
た）1
（

。

　

そ
も
そ
も
正
徳
四
年
の
闕
所
で
没
収
さ
れ
た
作
品
と
松
平
家
の
関
係
に
着
目

し
た
理
由
は
、
松
平
家
の
所
蔵
し
た
掛
物
、
茶
入
、
茶
碗
な
ど
の
茶
の
湯
道
具

の
蔵
帳
で
あ
る
『
御
手
許
御
道
具
覚
』（
上
田
市
立
博
物
館
蔵
）
を
確
認
で
き

た
こ
と
に
よ
る
。
同
書
に
は
一
瞥
し
た
だ
け
で
も
今
日
、
美
術
史
や
茶
の
湯
文

化
史
で
高
く
評
価
さ
れ
る
作
品
が
多
く
所
載
さ
れ
て
お
り
、
わ
ず
か
七
十
八
件

し
か
記
載
が
な
い
も
の
の
、
片
輪
車
蒔
絵
螺
鈿
手
箱
や
李
安
忠
「
鶉
図
」（
図

4
。
国
宝
。
根
津
美
術
館
蔵
）
の
国
宝
二
件
、
文
琳
茶
入
銘
「
白
玉
」
の
重
要

美
術
品
一
件
を
含
む
。
ま
た
こ
れ
ら
の
作
品
は
先
述
の
天
皇
家
、
将
軍
家
か
ら

の
拝
領
品
に
加
え
、
江
戸
の
材
木
商
で
あ
る
冬
木
屋
上
田
家
旧
蔵
品
お
よ
び
、

土
浦
藩
主
の
土
屋
家
か
ら
大
半
が
構
成
さ
れ
る）2
（

。

　

茶
の
湯
文
化
に
お
い
て
古
来
、
優
れ
た
作
品
は
名
物
と
さ
れ
、
名
物
記
に
記

載
さ
れ
る
。
東
山
名
物
や
、
こ
れ
に
準
ず
る
名
物
で
あ
り
、
名
家
に
伝
し
た
作

品
は
大
名
物
と
さ
れ
、
茶
の
湯
文
化
で
は
重
宝
と
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
小
堀
遠

州
（
一
五
七
九
│
一
六
四
七
）
の
選
定
、
坂
本
周
斎
（
閑
事
庵
／
一
六
六
六
│

一
七
四
九
）
に
よ
る
名
物
記
で
あ
る
『
中
興
名
物
記
』（『
千
家
中
興
名
物
記
』

と
も
。
本
稿
で
は
『
中
興
名
物
記
』
に
統
一
）
に
所
載
さ
れ
る
作
品
、
松
江
藩

七
代
藩
主
の
松
平
不
昧
（
一
七
五
一
│
一
八
一
八
）
の
編
纂
に
よ
る
『
古
今
名

物
類
聚
』
に
所
載
さ
れ
中
興
名
物
に
分
類
さ
れ
る
作
品
は
、
い
ず
れ
も
中
興
名

物
と
な
る
。
本
稿
で
注
目
す
る
『
御
手
許
御
道
具
控
』
に
は
大
名
物
茶
入
二
件

お
よ
び
名
物
の
作
品
が
多
数
所
載
さ
れ
、
極
め
て
良
質
な
蔵
帳
と
位
置
付
け
ら

れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
作
品
の
入
手
は
当
然
、
当
時
の
江
戸
の
美
術
品
を
め
ぐ
る
動
向
と

松
平
家
が
深
く
関
係
し
て
い
る
。
松
平
家
の
美
術
品
収
集
は
江
戸
時
代
中
期
以

降
と
考
え
ら
れ
、
上
田
藩
三
代
藩
主
松
平
忠
順
（
一
七
二
六
│
一
七
八
三
）
は
、

江
戸
で
千
家
の
茶
の
湯
を
広
め
た
川
上
不
白
（
一
七
一
六
│
一
八
〇
七
）
の
弟

子
で
あ
っ
た）3
（

。
古
来
、
著
名
な
作
品
を
収
集
す
る
過
程
で
は
富
致
と
と
も
に
、

美
術
品
を
購
入
す
る
た
め
の
道
具
商
と
の
相
応
の
関
係
を
必
要
と
し
、
さ
ら
に

作
品
を
評
価
で
き
る
人
物
の
存
在
が
、
収
集
す
る
側
と
取
り
次
ぐ
側
の
双
方
に

必
要
と
な
る
。
こ
の
点
を
松
平
家
の
事
例
か
ら
検
討
す
る
こ
と
は
、
江
戸
時
代

を
通
じ
て
茶
の
湯
文
化
で
重
要
視
さ
れ
た
美
術
品
の
移
動
史
と
受
容
史
理
解
の

一
助
に
な
る
と
期
待
で
き
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
『
御
手
許
御
道
具
覚
』
を
起
点
と
し
、
次
の
三
点
に
つ
い

て
論
じ
る
。

　

一
点
目
は
江
戸
時
代
を
通
じ
て
片
輪
車
蒔
絵
螺
鈿
手
箱
を
収
納
し
た
箱
お
よ

び
付
属
品
。
現
在
、
片
輪
車
蒔
絵
螺
鈿
手
箱
は
保
管
上
の
理
由
か
ら
新
調
さ
れ

た
箱
で
保
管
さ
れ
る
が
、
当
初
は
手
箱
を
収
納
す
る
塗
箱
、
外
箱
（
塗
）、
大

外
箱
（
木
製
）
が
付
属
し
て
い
た
。
今
回
、
当
初
の
箱
を
含
め
た
付
属
品
が
確

認
で
き
、
外
箱
裏
に
は
吉
宗
か
ら
の
拝
領
に
関
す
る
墨
書
が
確
認
で
き
、
新
た

な
資
料
と
し
て
検
討
す
る
。

　

二
点
目
は
冬
木
屋
上
田
家
お
よ
び
土
浦
藩
主
土
屋
家
旧
蔵
品
を
松
平
家
が
入

手
し
て
い
る
点
。
冬
木
屋
に
関
し
て
は
坂
本
周
斎
に
よ
る
名
物
記
『
中
興
名
物

記
』
に
所
載
さ
れ
る
作
品
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
た
め
所
有
移
転
の
点
か
ら
検

討
す
る
。
土
屋
家
旧
蔵
品
に
つ
い
て
は
同
家
の
蔵
帳
が
存
在
し
、
併
用
し
て
検
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図1　片輪車蒔絵螺鈿手箱
国宝　東京国立博物館蔵

図2　千歳蒔絵硯箱
藤田美術館蔵
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図3　文琳茶入銘「白玉」
重要美術品　根津美術館蔵

図4　李安忠「鶉図」
国宝　根津美術館蔵
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（5）232

討
を
進
め
る
。
松
平
家
旧
蔵
品
に
多
く
み
ら
れ
る
定
家
様
の
書
付
筆
者
に
つ
い

て
も
検
討
す
る
。

　

三
点
目
は
『
御
手
許
御
道
具
覚
』
に
み
ら
れ
る
朱
文
字
「
川
」
の
意
味
。
近

代
、
松
平
家
旧
蔵
品
を
多
く
所
蔵
し
た
の
は
江
戸
勘
定
所
御
用
達
の
川
村
家
で

あ
る
た
め
、「
川
」
の
文
字
は
、
川
村
家
に
譲
渡
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
可
能
性

が
高
い
。
松
平
家
の
旧
蔵
品
に
関
し
て
は
本
稿
で
紹
介
す
る
『
御
手
許
御
道
具

覚
』
に
加
え
、
近
代
の
松
平
家
が
行
っ
た
二
度
の
売
立
目
録
、
す
な
わ
ち
『
某

御
華
族
御
蔵
器
入
札
売
立
』（
大
正
元
年
／
一
九
一
二
）
お
よ
び
『
旧
松
平
伊

賀
守
御
蔵
品
入
札
』（
大
正
八
年
）
を
参
考
に
し
た）4
（

。

　

以
上
の
点
か
ら
松
平
家
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
形
成
と
受
容
、
さ
ら
に
は
近
代
の

流
出
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
『
御
手
許
御
道
具
覚
』
の
翻
刻
を

付
録
1
、
松
平
家
の
主
要
な
美
術
品
移
動
を
付
録
2
と
し
た
。

一　
将
軍
家
か
ら
の
拝
領
品

1
）　
片
輪
車
蒔
絵
螺
鈿
手
箱
の
拝
領
時
期

　

平
安
時
代
の
蒔
絵
手
箱
と
し
て
著
名
な
片
輪
車
蒔
絵
螺
鈿
手
箱
は
、
近
代
に

至
る
ま
で
甲
に
「
片
輪
車
」
と
蒔
絵
さ
れ
た
字
形
の
あ
る
塗
箱
に
保
管
さ
れ
て

い
た）5
（

。
し
か
し
な
が
ら
先
行
研
究
で
は
当
初
よ
り
収
納
さ
れ
た
箱
に
つ
い
て
の

詳
細
な
検
討
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
現
在
、
東
京
国
立
博
物

館
で
手
箱
を
保
管
す
る
箱
と
、
当
初
よ
り
存
在
し
た
箱
が
別
々
に
保
管
さ
れ
て

い
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
最
近
、
当
初
よ
り
付
属
し
た
手
箱
の
内
箱
お
よ
び
外

箱
が
保
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
（
図
5
）。

　

実
見
し
た
と
こ
ろ
手
箱
が
保
管
さ
れ
る
箱
は
塗
箱
（
内
箱
）
で
あ
り
、
内
張

に
は
紋
海
気
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
手
箱
に
は
袋
が
付
属
す
る
。
さ
ら
に

全
体
を
収
納
す
る
塗
箱
（
外
箱
）
が
付
属
し
、
金
粉
字
形
で
「
片
輪
車
」
と
あ

る
。
金
粉
字
形
の
筆
者
は
特
定
で
き
な
い
。
売
立
目
録
『
旧
松
平
伊
賀
守
御
蔵

品
入
札
』
に
所
載
さ
れ
る
塗
箱
と
は
外
箱
と
な
る
。
こ
れ
ら
を
収
納
す
る
大
外

箱
は
ほ
か
の
松
平
家
旧
蔵
品
み
ら
れ
る
簡
素
な
木
地
箱
で
あ
る）6
（

。

　

大
外
箱
裏
に
は
墨
書
で
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宝
暦
九
巳
卯
歳
道
具
帳
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
之
通
記
載
有
之

享
保
五
庚
子
年
七
月
十
二
日

八
代
将
軍
吉
宗
公

　

有
徳
院
様
ヨ
リ
歡
喜
院
様
忠
周
公
拝
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
箱
裏
ニ
神
亀
元
年
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
之
同
年
ヨ
リ
明
治
廿
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
迠
千
百
二
十
六
年
也

筆
者
不
詳
。
本
手
箱
は
吉
宗
か
ら
拝
領
し
た
時
期
と
し
て
享
保
五
年
七
月
十
二

日
と
記
載
さ
れ
る）7
（

。

　

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
以
前
に
筆
者
が
紹
介
し
た
拝
領
し
た
日
時
と
一

年
ほ
ど
異
な
る
点
で
あ
る
。
筆
者
が
拝
領
し
た
日
時
を
享
保
六
年
七
月
三
日
と
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し
た
根
拠
は
、
忠
周
の
行
実
を
記
し
た
『
歓
喜
公
実
録
（
七
）』（
上
田
市
立
博

物
館
蔵
）
の
記
述
に
よ
る
。
こ
の
点
を
改
め
て
紹
介
し
て
お
く
と
、『
歓
喜
公

実
録
』
享
保
六
年
五
月
条
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
な
お
句
点
は
筆
者

に
よ
る
。

一　

十
九
日
、
京
都
ゟ
去
十
三
日
出
、
七
日
切
御
便
着
、
千
と
せ
硯
箱
并
、

千
と
せ
ニ
添
候
掛
物
一
幅
、
片
輪
車
手
箱
到
着
。

十
九
日
、
千
歳
蒔
絵
硯
箱
お
よ
び
付
属
す
る
掛
物
一
幅
、
す
な
わ
ち
現
在
も
硯

箱
に
付
属
す
る
圓
満
院
常
尊
筆
「
千
歳
蒔
絵
硯
箱
之
伝
」（
藤
田
美
術
館
蔵
）、

片
輪
車
蒔
絵
螺
鈿
手
箱
が
江
戸
に
到
着
し
て
い
る
。
こ
れ
は
京
都
を
同
年
五
月

十
三
日
に
出
発
し
、
七
日
間
で
江
戸
に
到
着
し
た
。
到
着
し
た
場
所
は
松
平
家

の
江
戸
上
屋
敷
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
同
書
で
は
同
年
五
月
二
十
一
日
ま
で
の

三
日
間
の
動
静
と
し
て
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

一　

此
間
、
京
都
ゟ
参
候
御
硯
箱
、
御
手
箱
、
御
出
之
跡
ゟ
持
参　

御
城

ニ
而
被
差
上
候
。

京
都
よ
り
到
着
し
た
千
歳
蒔
絵
硯
箱
、
片
輪
車
蒔
絵
螺
鈿
手
箱
を
将
軍
吉
宗
に

上
覧
し
、
献
上
し
た
こ
と
が
知
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
二
品
の
保
管
先
は
、

二
条
城
か
ら
江
戸
城
へ
と
移
動
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に
同
書

の
同
年
七
月
三
日
条
で
は
、
注
目
す
べ
き
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

一　

今
日
、
御
暇
之
節
、
千
と
せ
御
硯
箱
、
片
輪
車
御
手
箱
、
御
内
々
御

拝
賜
、
二
品
共
天
下
無
双
之
名
器
之
由
。

忠
周
は
七
月
三
日
に
京
都
へ
戻
る
た
め
に
、
江
戸
城
に
て
吉
宗
に
上
洛
の
暇
を

願
っ
て
い
る
。
こ
の
と
き
千
歳
蒔
絵
硯
箱
、
片
輪
車
蒔
絵
螺
鈿
手
箱
に
つ
い
て

は
、
忠
周
が
吉
宗
か
ら
内
々
に
拝
領
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

片
輪
車
蒔
絵
螺
鈿
手
箱
の
箱
墨
書
に
記
載
さ
れ
る
享
保
五
年
七
月
十
二
日
に

拝
領
し
た
記
述
に
つ
い
て
考

え
る
と
き
、
享
保
五
年
の
忠

周
の
行
状
に
つ
い
て
『
歓
喜

公
実
録
』
は
欠
本
と
な
る
た

め
詳
し
い
行
状
は
確
認
で
き

な
い
も
の
の
同
年
、
忠
周
が

江
戸
に
出
府
し
た
形
跡
は
確

認
で
き
ず
、
在
京
の
ま
ま
で

あ
っ
た
。
で
は
松
平
家
の
記

録
で
年
次
の
異
な
り
が
生
じ

る
の
は
い
か
な
る
理
由
に
よ

る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点
を
考
え
る
際
、
着
目

す
べ
き
は
享
保
六
年
五
月
、

図5　片輪車蒔絵螺鈿手箱の付属品
東京国立博物館蔵
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江
戸
に
千
歳
蒔
絵
硯
箱
お
よ
び
圓
満
院
常
尊
筆
「
千
歳
蒔
絵
硯
箱
之
伝
」、
片

輪
車
蒔
絵
螺
鈿
手
箱
を
運
搬
す
る
理
由
が
不
明
確
な
点
で
あ
る）8
（

。
つ
ま
り
京
都

か
ら
江
戸
へ
の
運
搬
は
、
所
司
代
で
あ
る
忠
周
個
人
の
判
断
と
は
到
底
考
え
ら

れ
ず
、
や
は
り
将
軍
で
あ
る
吉
宗
の
指
示
で
あ
る
と
考
え
た
方
が
、
蓋
然
性
が

あ
る
。
さ
ら
に
箱
墨
書
に
従
い
、
仮
に
享
保
五
年
七
月
に
忠
周
が
拝
領
し
た
の

で
あ
れ
ば
、
江
戸
に
い
た
吉
宗
と
、
在
京
中
の
忠
周
と
い
う
距
離
的
な
問
題
が

派
生
す
る
。
そ
の
た
め
享
保
五
年
七
月
十
二
日
と
い
う
日
付
を
、
吉
宗
か
ら
拝

領
し
た
内
示
の
時
期
と
捉
え
れ
ば
、
翌
年
の
享
保
六
年
に
、
江
戸
出
府
の
際
に

忠
周
が
江
戸
城
に
持
参
し
、
吉
宗
に
献
上
し
た
の
ち
に
改
め
て
拝
領
し
た
と
い

う
解
釈
が
成
り
立
つ
。

　

以
上
の
点
か
ら
片
輪
車
蒔
絵
螺
鈿
手
箱
の
拝
領
の
時
期
を
巡
っ
て
は
、
松
平

家
で
は
拝
領
の
内
示
の
時
期
で
あ
る
享
保
五
年
七
月
十
二
日
を
宝
暦
九
巳
卯
歳

道
具
帳
に
記
録
し
た
と
共
に
、
忠
周
の
行
実
を
記
し
た
『
歓
喜
公
実
録
』
で
は

実
際
に
拝
領
し
た
時
期
と
し
て
享
保
六
年
七
月
三
日
を
記
録
し
た
た
め
、
拝
領

の
時
期
を
巡
っ
て
年
次
の
差
が
生
じ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

2
）　
宝
暦
九
年
の
蔵
帳

　

外
箱
墨
書
で
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
点
は
享
保
五
年
七
月
に
拝
領
し
た
旨
の
記

述
が
あ
る
宝
暦
九
（
一
七
五
九
）
年
時
点
で
の
蔵
帳
と
な
る
宝
暦
九
巳
卯
歳
道

具
帳
の
存
在
で
あ
る
。

　
『
御
手
許
御
道
具
覚
』
が
作
成
さ
れ
る
以
前
の
蔵
帳
の
形
態
と
し
て
、
安
永

三
（
一
七
七
四
）
年
時
点
で
は
書
画
類
の
蔵
帳
で
あ
る
『
松
印
御
道
具
江
戸
控

帳
』（
上
田
市
立
博
物
館
蔵
）
が
あ
る）9
（

。
も
っ
と
も
『
松
印
御
道
具
江
戸
控
帳
』

に
は
掛
物
の
内
容
や
表
具
な
ど
の
詳
細
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
ほ
か
の
美
術
品

に
関
し
て
も
全
て
の
作
品
を
網
羅
し
た
同
様
な
蔵
帳
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ

る
が
、
現
時
点
で
は
確
認
で
き
て
い
な
い）10
（

。

　

と
こ
ろ
で
宝
永
五
（
一
七
〇
八
）
年
二
月
二
十
一
日
、
綱
吉
は
忠
周
邸
へ
の

御
成
に
際
し
、
忠
周
に
文
琳
茶
入
銘
「
白
玉
」
を
下
賜
し
た）11
（

。
こ
の
御
成
に
際

し
て
新
た
に
造
営
し
た
御
成
御
殿
で
は
、
綱
吉
に
御
室
焼
葵
紋
茶
碗
を
使
用
し
、

天
目
台
に
載
せ
茶
を
呈
し
た）12
（

。
二
代
藩
主
松
平
忠
愛
（
一
七
〇
一
│
一
七
五

八
）
に
つ
い
て
茶
会
記
は
確
認
で
き
な
い
が
、「
白
玉
」
の
袋
の
破
損
が
激
し

い
た
め
、
袋
を
解
袋
に
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
、
収
集
よ
り
も
む
し
ろ
保

管
に
意
を
注
い
だ
人
物
と
い
え
よ
う）13
（

。

　

こ
こ
で
文
琳
茶
入
銘
「
白
玉
」
を
収
納
す
る
外
箱
の
覆
紙
に
注
目
す
る
。
も

っ
と
も
付
属
品
に
つ
い
て
は
『
大
正
名
器
鑑
』
で
紹
介
さ
れ
る
が
、
覆
紙
の
内

容
は
記
載
さ
れ
な
い
。
覆
紙
の
墨
書
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

宝
暦
九
巳
卯
歳
道
具
帳
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　

左
ノ
通
記
載
有
之

寶
永
五
戊
子
年
二
月
二
十
一
日

五
代
将
軍
綱
吉
公

　

常
憲
院
様
御
成
ノ
節　

扇
橋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
屋
敷
乎

　
　

歓
喜
院
様
忠
周
公
拝
領
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白
玉
文
琳
茶
入

　
　
　
　
　

外
道
具
帳
ニ
大
名
物
号
丸
屋

　
　
　
　
　

文
琳
ト
認
有
之

弐
十
弐
番　
　
　
　
　
　
　
　

外
ニ
換
袋
箱
添

　

二
箱
ノ
内

や
は
り
文
琳
茶
入
銘
「
白
玉
」
の
付
属
品
か
ら
も
宝
暦
九
巳
卯
歳
道
具
帳
が
存

在
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

つ
ま
り
蔵
帳
に
関
し
て
整
理
し
て
お
く
と
、
宝
暦
九
年
に
は
将
軍
か
ら
の
拝

領
品
で
あ
る
片
輪
車
蒔
絵
螺
鈿
手
箱
や
文
琳
茶
入
銘
「
白
玉
」
が
所
載
さ
れ
る

蔵
帳
が
存
在
し
、
さ
ら
に
安
永
三
年
に
は
拝
領
品
の
う
ち
書
画
に
関
す
る
蔵
帳

が
整
理
さ
れ
て
い
た
。
以
上
の
蔵
帳
が
整
理
さ
れ
た
時
期
の
藩
主
は
忠
順
と
な

る
。
忠
順
と
美
術
品
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
、
現
時
点
で
確
認
で
き
る

の
は
茶
の
湯
文
化
と
の
関
係
で
あ
る
。

　
『
御
手
許
御
道
具
覚
』
に
所
載
さ
れ
る
作
品
が
忠
順
の
茶
会
で
使
用
さ
れ
る

例
で
は
、
明
和
五
（
一
七
六
八
）
年
十
月
二
十
九
日
の
茶
会
で
使
用
さ
れ
た
茶

碗
が
「
長
次
郎　

赤　

宗
旦　

初
音
」
と
あ
り
、『
御
手
許
御
道
具
覚
』
で
は

「
初
音
茶
碗
」
と
な
る）14
（

。
ま
た
『
御
手
許
御
道
具
覚
』
や
大
正
元
年
、
同
八
年

に
行
わ
れ
た
二
度
の
売
立
に
も
出
品
さ
れ
て
い
な
い
作
品
が
多
く
使
用
さ
れ
て

お
り
、
少
な
く
と
も
忠
順
の
頃
に
は
あ
る
程
度
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
形
成
さ
れ

て
い
た
。
つ
ま
り
い
く
つ
か
の
蔵
帳
が
存
在
す
る
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
家
祖

伝
来
品
と
自
身
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
整
理
分
類
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
数

回
に
わ
た
り
蔵
帳
が
作
成
さ
れ
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

二　
冬
木
屋
旧
蔵
品
、
土
屋
家
旧
蔵
品
の
入
手

1
）　
冬
木
屋
旧
蔵
品
の
入
手

　
『
御
手
許
御
道
具
覚
』
に
所
載
さ
れ
る
作
品
の
う
ち
、
江
戸
の
材
木
商
冬
木

屋
上
田
家
旧
蔵
品
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
作
品
名
に
つ
い
て
は

適
宜
、
改
め
た
。

﹇
書
画
﹈

　

藤
原
定
家
筆
二
首
懐
紙
（
泉
屋
博
古
館
蔵
）

﹇
茶
碗
﹈

　

赤
織
部
茶
碗
（
香
雪
美
術
館
蔵
）

　

沖
伊
羅
保
茶
碗

　

狂
言
袴
茶
碗

﹇
茶
入
﹈

　
「
忠
度
」（
野
村
美
術
館
蔵
）

　
「
絃
付
」（
別
銘
「
冬
木
絃
付
」。
個
人
蔵
）

　
「
三
国
」

﹇
茶
杓
﹈
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千
宗
旦
作
共
筒
茶
杓
銘
「
よ
ろ
ほ
し
」

﹇
香
合
﹈

　

本
阿
弥
光
悦
作
伯
蔵
主
香
合

冬
木
屋
上
田
家
の
所
蔵
品
流
出
後
に
松
平
家
が
多
く
の
作
品
を
入
手
し
て
い
た

こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
ま
た
「
忠
度
」
は
冬
木
屋
分
家
で
あ
る
小
平
次
家
旧

蔵
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
ほ
か
は
全
て
本
家
旧
蔵
品
で
あ
る
と
と
と
も
に
、「
忠

度
」
以
外
は
全
て
『
中
興
名
物
記
』
に
記
載
さ
れ
る
。
な
お
蔵
帳
の
記
述
と
合

致
は
す
る
も
の
の
、
資
料
の
不
足
に
よ
り
断
言
で
き
な
い
作
品
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

﹇
断
言
で
き
な
い
作
品
﹈

　

狩
野
元
信
筆
「
月
見
布
袋
」

　

油
滴
花
入

そ
こ
で
今
回
の
調
査
か
ら
、
唐
物
茶
入
銘
「
冬
木
絃
付
」
と
藤
原
定
家
二
首
懐

紙
の
二
作
品
に
つ
い
て
述
べ
る
。

① 

唐
物
茶
入
銘
「
冬
木
絃
付
」（
図
6
。
大
名
物
。
個
人
蔵
）

　
「
冬
木
絃
付
」（「
弦
付
」、「
蔓
付
」
と
も
）
は
か
つ
て
土
井
利
勝
（
一
五
七

三
│
一
六
四
四
）
が
将
軍
家
か
ら
拝
領
し
、
同
家
が
所
蔵
し
た
油
屋
肩
衝
（
重

要
文
化
財
。
畠
山
記
念
館
蔵
）
と
と
も
に
河
村
瑞
賢
（
平
太
夫
／
一
六
一
七
│

一
六
九
九
）
に
金
二
万
両
で
入
質
さ
れ
た
と
す
る
茶
入
で
あ
る
。

　

実
見
し
た
と
こ
ろ
本
茶
入
の
釉
薬
は
天
目
釉
に
近
く
、
光
沢
が
あ
り
、
絃
が

あ
る
こ
と
で
一
層
な
大
き
な
印
象
を
与
え
る
。
高
台
部
分
と
土
見
せ
か
ら
胎
土

は
黒
い
。
高
台
は
糸
切
。
茶
入
を
収
納
す
る
挽
家
は
鉄
刀
木
。
袋
は
裏
地
が
輪

宝
紋
の
柔
ら
か
な
緞
子
で
あ
る
。
箱
墨
書
は
小
堀
遠
州
筆
で
「
つ
る
つ
き
」
と

あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
『
御
手
許
御
道
具
覚
』
に
「
弦
付
茶
入　

袋
共　

一

箱
」
と
あ
り
、
現
在
は
茶
入
を
収
納
す
る
箱
お
よ
び
袋
を
収
納
す
る
箱
が
大
外

箱
に
収
納
さ
れ
る
た
め
、
こ
の
状
態
に
よ
り
松
平
家
で
保
管
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

　

本
茶
入
が
茶
の
湯
文
化
史
で
重
要
な
点
は
伝
来
を
油
屋
肩
衝
と
同
一
と
す
る

た
め
、
こ
こ
で
は
油
屋
肩
衝
の
所
蔵
者
の
移
動
に
着
目
す
る
。
そ
こ
で
坂
本
周

斎
に
よ
る
『
茶
道
雪
間
草
惑
解
』（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
本
）
で
は
次
の
よ
う

な
記
述
が
あ
る
。

一　

油
屋
肩
衝　

わ
か
さ
盆
添

　
　

昔
中
頃
土
井
大
炊
守
殿
御
所
持
代
々
有
之
川河

村

　
　

平
太
夫
渡
其
後
冬
木
小
平
次
所
持
此
肩
衝
と
蔓マ

マ

　
　

付
茶
入
両
種
を
川
村
隨瑞

軒
金
弐
万
両
質
物
に
土

　
　

井
氏
よ
り
取
出
蔓
付
唐
物
冬
木
宗
五
求
之
名
物

　
　

記
に
出
道
具
な
り

同
書
に
よ
れ
ば
、
河
村
瑞
賢
が
土
井
家
よ
り
油
屋
肩
衝
と
蔓
（
絃
）
付
茶
入
を
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人文 21号（2022）

227

図6　大名物唐物茶入銘「冬木絃付」
個人蔵

図7　藤原定家筆二首懐紙
泉屋博古館蔵
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松平伊賀守家のコレクション形成

（11）

二
万
両
の
質
物
と
し
て
入
手
し
た
。
そ
の
後
、
冬
木
屋
が
二
つ
の
茶
入
を
入
手

す
る
が
、
油
屋
肩
衝
は
分
家
小
平
次
が
所
持
し
、
絃
付
は
冬
木
屋
本
家
四
代
郡

暠
（
喜
平
次
、
宗
五
／
一
六
八
一
ま
た
は
一
六
八
九
│
一
七
三
九）15
（

）
が
所
持
し

た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
同
書
に
信
を
置
く
な
ら
ば
、
河
村
家
か
ら
流
出
し
た

の
ち
に
宗
五
が
入
手
し
て
い
る
点
か
ら
、
遅
く
と
も
元
文
四
（
一
七
三
九
）
年

以
前
の
出
来
事
と
な
る
。

　

分
家
小
平
次
家
の
所
蔵
し
た
油
屋
肩
衝
が
流
出
し
て
の
ち
は
、
松
平
不
昧
が

入
手
し
た
。
本
家
喜
平
次
家
の
所
蔵
し
た
絃
付
の
流
出
時
期
の
明
確
な
資
料
を

確
認
で
き
な
い
が
、
江
戸
時
代
後
期
に
冬
木
屋
本
分
家
の
主
要
な
茶
入
が
移
動

し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

② 

藤
原
定
家
筆
二
首
懐
紙
（
図
7
。
泉
屋
博
古
館
蔵
）

　
『
中
興
名
物
記
』
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

一
、
定
家
懐
紙

小
堀
遠
江
守
よ
り
出
ル　
　
　

上
田
宗
五

詠
二
首　

左
近
権
少
将
定
家

山
家
懐（

マ
マ
）紙

来
ぬ
人
を
な
ほ
ま
つ
の
戸
に
た
き
す
て
ふ

し
は
〳
〵
萩
の
衣
を
そ
う
つ

関
地
暁
霧

越
へ
渡
る
こ
の
下
宿
の
霧
の
間
の

有
明
し
ら
ぬ
あ
し
か
ら
の
山）16
（

そ
こ
で
現
在
、
泉
屋
博
古
館
が
所
蔵
す
る
定
家
二
首
懐
紙
の
定
家
の
歌
は
次
の

通
り
で
あ
る
。

詠
二
首
和
謌

左
近
権
少
将
藤
原
定
家

山
家
擣
衣

こ
ぬ
ひ
と
を
な
を
ま
つ
の
と

に
た
き
す
さ
ふ
〳
〵

秋
の
衣
を
そ
う
つ

関
路
暁
霧

こ
ゑ
わ
ふ
る
こ
の
し
た
や

み
の
き
り
の
ま
に

あ
り
あ
け
し
ら
ぬ
あ
し
か

ら
の
や
ま

表
装
は
一
文
字
風
帯
が
白
地
二
重
牡
丹
唐
草
文
金
襴
、
中
廻
が
紫
地
二
重
蔓
牡

丹
唐
草
菱
文
印
金
、
上
下
は
濃
緑
地
雷
文
緞
子
、
軸
先
は
象
牙
。
古
谷
稔
は
、

こ
の
二
首
が
建
久
二
（
一
一
九
一
）
年
八
月
二
十
日
に
開
催
さ
れ
た
歌
合
の
後

の
当
座
歌
会
で
成
っ
た
作
と
し
、
定
家
四
十
一
歳
の
筆
跡
と
し
て
い
る
。
ま
た

明
月
記
の
同
日
条
に
は
「
関
路
暁
霧
」、「
山
家
擣
衣
」
が
記
載
さ
れ
る
こ
と
を

226

人文21_02t本文.indb   11人文21_02t本文.indb   11 2023/02/22   13:072023/02/22   13:07



（12）

人文 21号（2022）

報
告
し
て
い
る）17
（

。

　
『
中
興
名
物
記
』
と
比
較
す
れ
ば
若
干
の
相
違
は
確
認
で
き
る
が
、
定
家
の

二
首
懐
紙
で
あ
る
点
な
ど
か
ら
本
作
品
は
泉
屋
博
古
館
蔵
品
と
同
定
さ
れ
、
新

た
な
中
興
名
物
で
あ
る
と
判
明
す
る）18
（

。『
中
興
名
物
記
』
編
纂
時
の
所
蔵
者
は

上
田
宗
五
。

　

松
平
家
が
冬
木
屋
旧
蔵
品
の
入
手
し
た
こ
と
は
、
茶
の
湯
で
重
要
視
さ
れ
る

名
物
道
具
の
入
手
と
い
う
点
で
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
充
実
さ
せ
た
と
い
え
よ
う
。

2
）　
土
屋
家
旧
蔵
品
の
入
手

　
『
土
屋
蔵
帳
』
と
は
常
陸
土
浦
藩
主
土
屋
家
の
所
蔵
品
の
蔵
帳
を
さ
し
、
初

代
土
屋
数
直
（
一
六
〇
八
│
一
六
七
九
）、
二
代
政
直
（
一
六
四
一
│
一
七
二

二
）
の
収
集
品
と
な
る
。『
土
屋
蔵
帳
』
に
所
載
さ
れ
る
作
品
の
い
く
つ
か
は

松
平
家
が
入
手
す
る
。
そ
の
う
ち
『
御
手
許
御
道
具
覚
』
と
『
土
屋
蔵
帳
』
の

作
品
が
合
致
す
る
の
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

﹇
書
画
﹈

　

李
安
忠
筆
「
鶉
図
」（
国
宝
。
根
津
美
術
館
蔵
）

　

  

狩
野
元
信
筆
三
幅
対
「
酢
吸
三
教
」（
個
人
蔵
。
静
岡
県
立
博
物
館
寄

託
）

　

藤
原
定
家
筆
「
源
氏
挟
衣
」

　

藤
原
定
家
筆
小
色
紙

　

後
京
極
筆
朗
詠
巻
物

　

寂
蓮
法
師
筆
朗
詠
巻
物

　

後
鳥
羽
院
筆
金
葉
集

　

土
佐
ざ
れ
絵
巻
物

　

蘭
渓
道
隆
墨
蹟
「
示
衆
」

　

雪
舟
筆
「
雲
山
之
図
」（『
土
屋
蔵
帳
』
で
は
暮
山
）

　

狩
野
元
信
筆
「
三
祖
」

　

狩
野
元
信
筆
「
鷲
猿
」

　

屛
風
捲
花
鳥
（
十
二
枚
）

﹇
茶
入
﹈

　
「
小
川
」（
裏
千
家
蔵
）

　
「
伊
予
簾
」（
昭
和
美
術
館
蔵
）

　
「
真
如
堂
」（
泉
屋
博
古
館
蔵
）

　
「
常
夏
」

　
「
玉
川
」

　
「
布
引
」

　
「
瀬
戸
小
大
海
」（
香
雪
美
術
館
蔵
）

　
「
唐
擂
座
」

﹇
茶
碗
﹈

　

小
井
戸
茶
碗
銘
「
忘
水
」（
根
津
美
術
館
蔵
）

　

古
手
屋
高
麗
（
三
井
記
念
美
術
館
蔵
）

　

染
付
松
竹
梅
図
茶
碗
（
村
山
コ
レ
ク
シ
ョ
ン）19
（

）

　

堅
手
茶
碗
銘
「
有
来
」
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松平伊賀守家のコレクション形成

（13）

　

割
香
台
茶
碗

　

高
麗
三
角
茶
碗

　

玳
皮
盞
天
目
お
よ
び
台
（
重
要
文
化
財
。
三
井
記
念
美
術
館
蔵
）

﹇
花
入
等
﹈

　

小
堀
遠
州
銘
花
入
「
女
郎
花
」

　

三
島
香
炉

　

主
要
な
大
名
物
茶
入
「
中
山
」
や
中
興
名
物
を
は
じ
め
と
す
る
茶
入
、
遠
州

ゆ
か
り
の
作
品
が
入
手
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
松
平
家
に
譲
渡
さ
れ
た
作
品

も
当
然
、
土
屋
家
で
重
宝
と
さ
れ
た
作
品
を
多
く
含
ん
で
い
る
。
松
平
家
の
蔵

帳
に
は
所
載
さ
れ
な
い
が
、
同
家
の
売
立
目
録
中
、『
土
屋
蔵
帳
』
に
所
載
さ

れ
る
作
品
で
は
茶
壺
「
山
埜
井
壺
」、
紹
鷗
筆
「
九
々
文
」、
三
斎
筒
一
庵
茶
杓

が
確
認
で
き
、
以
上
の
よ
う
な
作
品
も
入
手
さ
れ
て
い
た）20
（

。

　

土
屋
家
旧
蔵
品
を
入
手
し
た
こ
と
に
よ
り
松
平
家
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
小

堀
遠
州
ゆ
か
り
の
名
物
茶
入
や
茶
碗
と
い
っ
た
作
品
の
入
手
と
い
う
点
で
大
き

な
意
味
を
持
ち
、
さ
ら
に
書
画
な
ど
も
含
め
て
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
充
実
さ
せ
た

と
い
え
よ
う
。

3
）　
冬
木
屋
お
よ
び
土
屋
家
旧
蔵
品
の
入
手
時
期
と
意
義

　

第
一
に
冬
木
屋
旧
蔵
品
の
入
手
に
つ
い
て
述
べ
る
。
入
手
時
期
は
特
定
で
き

な
い
た
め
、
松
平
家
が
冬
木
屋
旧
蔵
品
を
入
手
す
る
ま
で
の
上
限
に
つ
い
て
触

れ
て
お
く
。

　

冬
木
屋
当
主
に
よ
る
茶
会
記
で
は
、
本
家
五
代
目
忠
安
（
一
七
一
五
│
一
七

七
一
）
に
よ
る
宝
暦
六
年
閏
十
一
月
二
日
の
茶
会
記
が
確
認
で
き
、
使
用
さ
れ

た
作
品
で
は
「
茶
入　

野
田　

銘
三
国
」
お
よ
び
「
茶
杓　

宗
旦
銘
弱
法
師）21
（

」

が
あ
る
。
茶
入
は
遠
州
が
所
持
し
た
瀬
戸
茶
入
銘
「
野
田
」
の
手
で
、
挽
家
お

よ
び
外
箱
甲
に
あ
る
字
形
よ
り
別
に
「
三
国
」
と
も
い
う）22
（

。
宗
旦
作
の
茶
杓
銘

「
弱
法
師
」
と
は
『
中
興
名
物
記
』
で
も
紹
介
さ
れ
る
「
よ
ろ
ほ
し
」
と
い
う

著
名
な
茶
杓
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
茶
入
と
茶
杓
に
つ
い
て
『
御
手
許
御
道
具

覚
』
で
は
「
三
国
茶
入
」、「
よ
ろ
ほ
し
茶
杓
」
と
表
記
さ
れ
、
冬
木
屋
本
家
よ

り
流
出
し
て
の
ち
は
松
平
家
が
入
手
し
、
そ
の
時
期
は
宝
暦
六
年
以
降
と
な
る）23
（

。

　

第
二
に
土
屋
家
旧
蔵
品
に
つ
い
て
述
べ
る
。
先
行
研
究
で
土
屋
家
が
所
蔵
品

を
売
却
し
た
時
期
は
『
大
正
名
器
鑑
』
な
ど
に
よ
り
寛
政
期
と
さ
れ
る）24
（

。
ま
た

土
屋
家
の
財
政
状
況
を
考
え
る
と
き
、
六
代
泰
直
（
一
七
六
八
│
一
七
九
〇
）

が
当
主
で
あ
っ
た
天
明
元
（
一
七
八
一
）
年
に
関
東
川
々
の
普
請
が
あ
る
ほ
か
、

五
代
寿
直
（
一
七
六
一
│
一
七
七
七
）、
六
代
泰
直
、
七
代
英
直
（
一
七
六
九

│
一
八
〇
三
）
が
い
ず
れ
も
若
く
し
て
没
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
財
政
難
で

あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
土
屋
家
旧
蔵
品
は
、
寛
政
期
に
松
平
家
へ
の
み

な
ら
ず
他
家
へ
も
流
出
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
松
平
家
に
よ
る
入
手
の
時
期
は

明
確
で
は
な
い
。
ま
た
回
数
こ
そ
少
な
い
も
の
の
、
忠
順
に
よ
る
茶
会
記
で
も

こ
れ
ら
の
作
品
が
使
用
さ
れ
た
形
跡
は
確
認
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
現
時
点
で

は
、『
大
正
名
器
鑑
』
に
信
を
置
く
の
で
あ
れ
ば
上
田
藩
四
代
藩
主
忠
済
（
一

七
五
一
│
一
八
二
八
）
の
頃
の
入
手
と
も
考
え
ら
れ
る
が
明
確
な
資
料
を
欠
く
。

　

と
こ
ろ
で
冬
木
屋
本
家
旧
蔵
品
に
関
し
て
は
、
嘉
永
期
に
至
っ
て
も
な
お
古
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筆
手
鑑
「
隠
心
帖
」（
重
要
文
化
財
。
個
人
蔵
）、
中
興
名
物
「
蔦
細
道
蒔
絵
硯

箱
」（
重
要
美
術
品
。
大
原
家
旧
蔵
）、
尾
形
乾
山
筆
「
梅
松
図
」（
個
人
蔵
）

な
ど
を
所
蔵
し
て
い
た）25
（

。
そ
の
た
め
、
冬
木
屋
本
家
の
所
蔵
品
流
出
は
、
一
時

期
に
流
出
し
た
の
で
は
な
く
、
江
戸
時
代
後
期
に
数
回
に
わ
た
り
流
出
し
て
い

っ
た
た
め
、
松
平
家
に
お
い
て
も
忠
順
、
忠
済
の
二
代
に
わ
た
っ
て
入
手
さ
れ

て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
点
は
、
菊
花
天
目
茶
碗
（
重
要
文
化
財
。
藤
田

美
術
館
蔵
）
が
小
堀
家
よ
り
安
永
四
年
に
大
阪
で
売
却
の
の
ち
、
道
具
商
の
又

吉
を
経
て
、
松
平
家
が
入
手
し
て
お
り
、
時
期
と
し
て
忠
順
よ
り
忠
済
の
こ
ろ

と
な
る）26
（

。

　

以
上
の
点
か
ら
松
平
家
で
は
、
初
代
藩
主
忠
周
に
よ
る
将
軍
家
か
ら
の
拝
領

品
、
天
皇
家
お
よ
び
宮
家
か
ら
の
拝
領
品
に
加
え
、
そ
の
後
に
忠
順
、
忠
済
に

よ
り
冬
木
屋
お
よ
び
土
屋
家
旧
蔵
品
が
入
手
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
茶
の
湯
文

化
で
重
要
視
さ
れ
る
名
物
の
入
手
と
い
う
点
で
、
優
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
形

成
し
た
。
そ
し
て
冬
木
屋
お
よ
び
土
屋
家
の
流
出
時
期
と
重
な
り
、
入
手
で
き

た
松
平
家
は
、
松
平
不
昧
と
同
様
に
、
や
は
り
相
応
の
仲
介
す
る
人
物
と
し
て
、

江
戸
の
道
具
商
と
の
関
係
も
含
め
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

五　
四
代
藩
主
・
松
平
忠
済
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　

狩
野
元
信
筆
「
夢
想
天
神）27
（

」
に
つ
い
て
『
中
興
名
物
記
』
で
は
次
の
よ
う
な

記
述
が
あ
る
。

一
、
古
法
眼
夢
想
天
神　

可
能
永
淑
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
田
宗
吾五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
、
三
村

冬
木
屋
本
家
と
三
村
氏
に
よ
る
所
蔵
が
確
認
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
菅
原
道
真
九

百
五
十
年
遠
忌
と
し
て
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
に
亀
戸
天
神
で
開
催
さ
れ
た

書
画
会
が
あ
る
。
亀
井
戸
天
神
の
書
画
会
に
出
品
さ
れ
た
作
品
の
目
録
で
あ
る

『
亀
井
戸
天
神
展
覧
会
目
録
』（
日
本
大
学
総
合
学
術
セ
ン
タ
ー
蔵
）
で
は
出
品

者
に
沢
清
の
名
が
確
認
で
き
る
が
、
喜
多
村
信
節
（
一
七
八
三
│
一
八
五
六
）

に
よ
る
『
き
〻
の
ま
に
ま
に
』
に
よ
れ
ば
こ
の
名
は
偽
名
で
、
本
名
は
鳥
羽
屋

清
左
衛
門
（
生
没
年
不
詳
）
と
い
う）28
（

。
清
左
衛
門
は
江
戸
三
十
間
堀
で
材
木
仲

買
を
営
み
、
江
戸
勘
定
所
御
用
達
の
一
人
で
あ
る
。『
亀
井
戸
天
神
展
覧
会
目

録
』
に
よ
れ
ば
同
人
の
出
品
作
品
と
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

同
狩
野
元
信
　

渡
唐　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

沢
清

　

同　

梅
く
く
り　
　

𣴎
董
和
尚
賛

宝
永
五
年
子
七
月
冬
木
小喜

平
次
ゟ
古
筆
了
音
江
極
札
頼
来
此
天
神

影
依
夢
想
圖
之
文
字
元
信
筆
ニ
無
之
極
断
遣
文
天
明
八
申
年
十
月

松
（
マ
マ
）伊
賀
守
殿
ゟ
了
意
江
極
御
頼
之
節
同
断
但
シ
印
無
之
ト
扣
ニ
有
今
ハ

偽
印
ア
リ
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清
左
衛
門
が
出
品
し
た
の
は
「
渡
唐
」（
渡
唐
天
神
図
）
と
、「
梅
く
く
り
」
と

あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
本
作
品
と
は
構
図
お
よ
び
冬
木
屋
の
所
蔵
し
た
点
か

ら
中
興
名
物
「
夢
想
天
神
」
と
同
定
さ
れ
る
。
実
際
に
書
画
会
に
出
品
さ
れ
た

の
は
「
渡
唐
」
の
み
で
、「
夢
想
天
神
」
は
出
品
さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
同
書

に
よ
れ
ば
宝
永
五
年
七
月
に
冬
木
（
屋
）
小
平
次
が
所
持
し
た
と
あ
る
が
、

『
中
興
名
物
記
』
の
記
述
か
ら
正
し
く
は
本
家
四
代
目
喜
平
次
こ
と
上
田
宗
五

が
所
持
し
、
古
筆
家
六
代
了
音
（
一
六
七
四
│
一
七
二
五
）
に
鑑
定
の
極
札
を

依
頼
し
た
。
了
音
の
鑑
定
で
は
、
本
作
品
の
出
来
と
、
賛
の
文
字
が
元
信
の
筆

で
な
い
こ
と
を
理
由
に
断
っ
た
。
そ
の
後
、
本
幅
は
冬
木
屋
を
離
れ
、
天
明
八

年
の
時
点
で
は
忠
済
が
所
蔵
し
た
。
忠
済
よ
り
古
筆
家
九
代
了
意
（
一
七
五
二

│
一
八
三
五
）
に
鑑
定
に
出
し
た
と
こ
ろ
、
同
じ
理
由
で
断
ら
れ
た
が
、
嘉
永

五
年
当
時
に
は
本
紙
に
印
が
押
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
り
忠
済
が
冬
木
屋
旧
蔵
品
の
古
筆
へ
鑑
定
に
出
し
て
い
る
と

と
も
に
そ
の
後
、
本
作
品
が
、
嘉
永
五
年
ま
で
の
間
に
鳥
羽
屋
清
左
衛
門
に
売

却
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
江
戸
時
代
後
期
に
松
平
家
所
蔵
品
が
流

出
し
た
事
例
で
は
、
一
休
宗
純
筆
「
薫
風
自
南
来
」
が
京
都
の
道
具
商
で
あ
る

竹
屋
忠
兵
衛
（
生
没
年
不
詳
）
を
経
て
不
昧
が
入
手
し
て
い
る
。
同
家
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
う
ち
で
も
忠
済
の
活
躍
し
た
こ
ろ
に
、
狩
野
元
信
筆
「
夢
想
天

神
」
や
一
休
宗
純
筆
「
薫
風
自
南
来
」
が
流
出
し
て
い
る
。
忠
済
と
不
昧
は
同

年
齢
で
あ
り
、
活
動
時
期
が
重
な
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
も
忠
済
の
頃
に
所
蔵

す
べ
き
作
品
と
、
売
却
す
べ
き
作
品
の
選
別
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
古
筆
と
の
関
係
お
よ
び
、
仲
介
し
た
道
具
商
の
存
在
を
考
え
る

と
き
重
要
と
な
る
の
が
、
先
述
の
藤
原
定
家
筆
二
首
懐
紙
で
あ
る
。
二
首
懐
紙

に
は
江
戸
の
道
具
商
で
あ
る
竹
本
屋
五
兵
衛
の
添
状
が
付
属
す
る
。
添
状
の
内

容
と
し
て
、
五
兵
衛
が
本
幅
を
『
玩
貨
名
物
記
』
に
所
載
さ
れ
る
定
家
二
首
懐

紙
で
あ
り
、
安
楽
庵
策
傳
所
持
と
誤
認
し
て
い
る
も
の
の
、
作
品
を
評
価
す
る

内
容
で
あ
る
。
竹
本
屋
五
兵
衛
は
三
代
に
わ
た
り
江
戸
で
道
具
商
と
し
て
活
動

し
、
二
代
目
五
兵
衛
（
生
没
年
不
詳
）
は
孤
雲
を
名
乗
り
、
不
白
の
茶
の
湯
の

弟
子
で
あ
っ
た）29
（

。
ま
た
二
首
懐
紙
に
は
古
筆
了
音
お
よ
び
了
意
の
極
め
が
付
属

し
、
了
意
に
よ
る
外
題
に
は
「
壬
午
十
」
と
あ
り
、
文
政
五
（
一
八
二
二
）
年

壬
午
と
目
さ
れ
る
。
さ
ら
に
了
意
よ
り
五
兵
衛
宛
書
簡
（
十
月
十
一
日
付
）
も

付
属
す
る
た
め
、
お
お
よ
そ
文
政
期
に
活
躍
し
た
五
兵
衛
宛
と
な
る
。
こ
の
五

兵
衛
と
は
『
古
画
備
考
』
中
、
英
一
蝶
（
一
六
五
二
│
一
七
二
四
）
に
つ
い
て

222
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人文 21号（2022）

口
述
し
た
三
代
目
五
兵
衛
と
同
定
さ
れ
、
主
要
な
顧
客
で
は
弘
前
藩
に
財
用
で

貢
献
し
た
江
戸
の
商
人
で
あ
る
鳥
羽
屋
道
樹
（
一
七
八
六
│
一
八
六
九
？
）
が

い
る）30
（

。
こ
れ
ら
の
点
が
意
味
す
る
こ
と
は
、
二
首
懐
紙
に
限
っ
て
い
え
ば
忠
済

が
五
兵
衛
を
介
し
て
古
筆
に
鑑
定
を
求
め
た
と
解
釈
で
き
る
。
ま
た
五
兵
衛
の

書
簡
は
売
却
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
も
の
の
、
忠
済
の
元
に
出
入
り
し
た
道

具
商
の
一
人
が
五
兵
衛
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
忠
済
は
書
画
に
関

し
、
古
筆
の
鑑
定
を
重
視
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

で
は
忠
済
は
、
松
平
家
の
家
祖
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
ど
の
よ
う
に
扱
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
重
要
と
な
る
の
が
し
ば
し
ば
松
平
家
旧
蔵
品
に
み
ら
れ

る
一
閑
張
外
箱
や
真
塗
外
箱
に
書
か
れ
る
朱
漆
書
で
あ
る
。

　

真
塗
箱
が
あ
る
例
で
は
「
忠
度
」
が
あ
る
。
ま
た
一
閑
張
の
箱
が
あ
る
例
で

は
「
真
如
堂
」（
図
8
。
泉
屋
博
古
館
蔵
）、「
小
川
」、「
常
夏
」、「
玉
川
」、

「
伊
予
簾
」
と
な
る
。「
伊
予
簾
」
に
付
属
す
る
小
堀
遠
州
筆
豆
色
紙
は
木
製
箱

に
収
納
さ
れ
る
が
、
外
箱
が
一
閑
張
で
あ
り
、
甲
に
定
家
様
で
朱
漆
書
が
確
認

で
き
た）31
（

。
一
閑
張
の
外
箱
が
あ
る
作
品
は
い
ず
れ
も
『
土
屋
蔵
帳
』
に
記
載
さ

れ
る
が
、
同
書
で
は
、
こ
の
様
な
一
閑
張
の
外
箱
や
朱
漆
の
書
付
の
内
容
が
確

認
で
き
な
い
た
め
、
や
は
り
松
平
家
で
制
作
さ
れ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
実
際
に

こ
れ
ら
の
一
閑
張
の
箱
を
確
認
す
る
と
、
相
当
古
い
作
例
で
は
な
く
、
遅
く
と

も
江
戸
時
代
中
期
よ
り
後
期
ご
ろ
に
制
作
さ
れ
た
と
判
断
さ
れ
る
。

　

先
行
研
究
で
松
平
家
伝
来
品
の
箱
墨
書
や
朱
漆
書
の
筆
者
は
、
松
平
家
当
主

で
あ
る
「
伊
賀
守
筆
」
ま
た
は
、
そ
の
祐
筆
に
よ
る
「
伊
賀
守
祐
筆
」
と
表
記

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
、
そ
の
人
物
を
特
定
で
き
て
い
な
い
。
ま
た
一
部
に
は
筆

者
を
上
田
藩
主
分
家
で
あ
る
松
平
忠
常
（
一
七
四
七
│
一
七
九
八
）
と
す
る
が
、

近
代
ま
で
松
平
家
が
所
蔵
し
た
点
を
考
え
る
と
、
や
は
り
松
平
家
当
主
に
よ
る

筆
跡
と
考
え
ら
れ
る）32
（

。

　

こ
こ
で
は
朱
漆
書
と
一
部
の
箱
墨
書
の
筆
者
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
朱
漆
書

の
筆
跡
は
、
一
部
の
箱
墨
書
の
筆
跡
と
も
共
通
し
て
お
り
、
一
例
と
し
て
李
安

忠
筆
「
鶉
図
」
の
外
箱
甲
の
墨
書
（
図
9
）
に
注
目
す
る
。
入
念
な
筆
跡
で

「
鶉
之
図　

李
安
忠
筆
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
材
質
は
上
質
な
桐
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
墨
書
に
よ
る
筆
跡
は
「
安
国
寺
」（
五
島
美
術
館
蔵
）
で
も
確
認
で

き
、「
安
国
寺
肩
衝
」
と
書
か
れ
た
貼
紙
（
図
10
）
が
付
属
す
る
。
さ
ら
に
箱

墨
書
お
よ
び
真
塗
の
外
箱
甲
に
朱
漆
書
の
あ
る
「
忠
度
」
で
は
、「
忠
」
の
文

字
が
一
つ
の
茶
入
に
二
通
り
で
書
か
れ
て
お
り
（
図
11
）、
一
意
的
な
文
字
を

書
く
こ
と
が
な
か
っ
た
人
物
像
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
筆
跡
を
比
較
す
れ

ば
「
安
」、「
度
」、「
忠
」
の
文
字
に
共
通
性
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
全
て

同
一
人
に
よ
る
筆
跡
と
な
る
。
特
に
こ
れ
ら
の
筆
跡
は
、
忠
済
に
よ
る
額
字

「
大
成
殿
」（
図
12
。
真
田
神
社
蔵
）
や
詩
歌
（
図
13
。
真
田
神
社
蔵
）
と
共
通

し
て
い
る
。
つ
ま
り
従
来
、「
伊
賀
守
筆
」
ま
た
は
「
伊
賀
守
祐
筆
」
と
さ
れ

た
筆
跡
は
、
外
箱
の
朱
漆
書
や
一
部
の
箱
墨
書
か
ら
忠
済
に
よ
る
筆
跡
で
あ
る

こ
と
が
判
明
す
る
。

　

忠
済
が
外
箱
に
朱
漆
書
を
行
っ
た
背
景
を
考
え
る
と
き
、「
真
如
堂
」
に
付

属
す
る
一
閑
張
外
箱
の
側
面
（
図
8
）
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

遠
州
そ
の
茶
入
を
得
て
真
如
堂
と

221
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号
し
今
禾
の
本
家
也
と
古
き
書
に

達
人
の
も
の
か
た
り
な
る
よ
し
し
る
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
る
を
こ
〻
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
〻
め
置
而
已

記
述
中
に
「
古
き
書
」
と
あ
る
点
か
ら
、
忠
済
は
茶
書
に
通
じ
る
人
物
像
で
あ

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
父
と
同
様
に
茶
の
湯
に
関
心
の
高
い
人
物
で
あ
っ
た
こ

と
が
知
れ
る
。
た
だ
忠
済
の
活
動
で
は
文
武
に
力
を
入
れ
、
上
田
藩
校
で
あ
る

明
倫
堂
に
注
力
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
点
か
ら
も
、
作
品
の
次
第
を
整
え
よ
う

と
し
た
背
景
に
は
、
学
究
的
な
態
度
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

従
来
の
研
究
で
、
忠
済
に
つ
い
て
は
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
同
家
の

所
蔵
し
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
う
ち
で
も
自
身
の
好
み
を
付
属
品
で
あ
る
次
第
に

反
映
さ
せ
、
愛
蔵
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る）33
（

。
現
時
点
で
断
言
す
る
こ
と

は
控
え
る
が
、
こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
も
『
御
手
許
御
道
具
覚
』
と
は
忠

済
の
愛
蔵
品
を
意
味
し
、
そ
の
後
の
松
平
家
で
は
同
家
で
重
宝
と
す
べ
き
作
品

リ
ス
ト
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

六　
近
代
に
お
け
る
松
平
家
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　
『
御
手
許
御
道
具
覚
』
に
は
作
品
名
の
上
部
に
「
御
拝
領
」（
図
14
）
ま
た
は

「
川
」（
図
15
）
の
朱
書
が
あ
る
。「
御
拝
領
」
に
関
し
て
は
吉
宗
、
綱
吉
か
ら

の
拝
領
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、「
川
」
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
で
き

て
い
な
い
。
本
節
で
は
こ
の
点
に
着
目
す
る
。

　

同
書
で
「
川
」
と
記
載
さ
れ
る
作
品
は
定
家
卿
二
首
懐
紙
、
雪
舟
大
福
禄
寿
、

古
法
眼
全
躰
竜
、
染
付
松
竹
梅
茶
碗
、
忘
水
茶
碗
（
井
戸
）、
有
来
茶
碗
、
小

川
茶
入
、
伊
予
簾
茶
入
（
同
歌
小
色
紙
、
同
記
）、
玉
川
茶
入
（
同
歌
色
紙
）、

真
如
堂
茶
入
、
常
夏
茶
入
、
布
引
茶
入
、
面
壁
茶
入
、
忠
度
茶
入
、
玳
皮
盞
天

目
（
台
共
）、
利
休
狂
言
袴
茶
碗
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
数
点
は
、
か
つ
て

江
戸
勘
定
所
御
用
達
で
あ
っ
た
川
村
家
（
当
主
は
伝
左
衛
門
を
名
乗
る
）
が
所

持
し
て
い
る
た
め
、
同
家
と
の
関
係
に
注
目
す
る
。
な
お
川
村
家
は
先
述
の

「
夢
想
天
神
」
を
所
蔵
し
た
鳥
羽
屋
清
左
衛
門
と
は
姻
戚
関
係
に
あ
た
る
。

　

と
こ
ろ
で
高
橋
箒
庵
（
一
八
六
一
│
一
九
三
七
）
に
よ
れ
ば
、
東
京
で
行
わ

れ
た
最
初
の
入
札
は
、
川
村
家
の
売
立
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
も
そ
も
同
家
が

所
蔵
品
を
売
却
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
川
村
伝
左
衛
門
（
迂
叟
／
一
八
二
二
│

一
八
八
五
）
の
実
子
傳
衛
（
一
八
五
六
│
一
八
九
五
）
の
こ
ろ
に
第
三
十
三
銀

行
な
ど
の
経
営
の
拡
大
に
よ
り
、
金
融
圧
迫
が
原
因
と
な
り
、
金
融
資
産
や
不

動
産
お
よ
び
所
蔵
し
た
作
品
を
売
却
し
た
。
こ
の
売
立
は
明
治
二
十
五
（
一
八

九
二
）
年
五
月
二
十
九
日
か
ら
六
月
一
日
ま
で
の
間
、
星
ヶ
丘
茶
寮
で
開
催
さ

れ
た）34
（

。
箒
庵
は
売
立
の
結
果
お
よ
び
売
立
以
前
の
個
人
取
り
引
き
に
よ
る
作
品

の
流
出
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

河川

村
傳
衛
家
は
古
来
道
具
持
と
云
は
れ
、
其
収
蔵
は
非
常
に
豊
富
で
深
川

別
荘
の
倉
庫
に
納
め
て
あ
つ
た
が
、
道
具
は
別
荘
と
共
に
抵
當
流
れ
と
な

り
、
日
本
橋
新
右
衛
門
町
の
三
十
三
銀
行
の
地
所
家
屋
も
有
形
の
儘
三
井

220
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図9　李安忠筆「鶉図」の外箱甲墨書
根津美術館蔵

図10　安国寺肩衝の貼紙墨書
五島美術館蔵

図11　忠度の塗箱朱漆書と箱墨書
野村美術館蔵
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松平伊賀守家のコレクション形成
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図12　松平忠済筆額字「大成殿」
真田神社蔵

図13　松平忠済筆「詩歌」
真田神社蔵

人文21_02t本文.indb   19人文21_02t本文.indb   19 2023/02/22   13:072023/02/22   13:07



（20）

人文 21号（2022）

217

図14　『御手許御道具覚』にみる「御拝領」の朱書
上田市立博物館蔵

図15　『御手許御道具覚』にみる「川」の朱書
上田市立博物館蔵
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松平伊賀守家のコレクション形成

（21）

の
所
有
に
帰
し
た
是
れ
よ
り
先
き
彼
の
早
苗
の
硯
箱
（
近
藤
滋
彌
男
所

蔵
）
や
ら
有
来
の
茶
碗
（
馬
越
恭
平
氏
所
蔵
）
の
如
き
名
品
は
、
既
に
ボ

ツ
〳
〵
と
人
手
に
渡
り
、
又
最
初
松
浦
詮
伯
へ
質
入
し
て
あ
つ
た
品
物
の

中
に
は
、
金
岡
那
智
瀧
（
根
津
嘉
一
郎
氏
所
蔵
）
元
信
全
身
龍
等
の
数
點

も
あ
つ
て
、
名
品
の
己
に
散
逸
し
た
者
も
少
か
ら
ず
、
三
井
の
抵
當
品
と

な
つ
た
者
は
田
村
文
琳
其
他
数
點
の
外
、
點
数
の
多
い
割
合
に
非
常
の
名

品
は
含
ま
れ
て
居
な
か
つ
た
が
、
之
を
星
ケ
岡
に
持
出
し
て
入
札
賣
却
に

附
す
る
前
に
其
一
部
を
京
橋
山
城
河
岸
堀
田
瑞
松
舊
宅
（
是
も
三
井
銀
行

抵
當
流
れ
）
に
陳
列
し
て
三
井
部
内
の
人
々
だ
け
で
入
札
賣
却
に
附
し
た

の
で
あ
る
、
其
時
余
は
未
だ
茶
器
な
ど
に
興
味
も
な
く
鑑
識
も
な
い
の
で

唯
掛
物
だ
け
を
入
札
し
て
数
點
落
札
し
た
が
探
幽
筆
中
范
蠡
左
右
春
夏
山

水
三
幅
對
が
七
十
五
圓
、
雅
樂
介
筆
柳
に
尾
長
鳥
大
幅
が
四
十
圓
、
英
一

蝶
筆
中
壽
老
左
右
山
水
三
幅
對
が
六
十
圓
と
云
ふ
が
如
き
値
段
で
、
百
圓

以
上
に
上
つ
た
者
の
な
い
の
を
觀
て
も
如
何
に
廉
價
で
あ
つ
た
か
を
推
察

す
る
に
足
ら
う）35
（

。

記
述
の
う
ち
松
平
家
旧
蔵
品
に
着
目
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
第
一
に
有
来

茶
碗
は
川
村
家
と
馬
越
恭
平
（
一
八
四
四
│
一
九
三
三
）
と
の
個
人
取
り
引
き

に
よ
り
譲
渡
さ
れ
た
。
第
二
に
川
村
家
が
、
美
術
品
の
収
集
で
も
知
ら
れ
る
松

浦
詮
（
心
月
庵
／
一
八
四
〇
│
一
九
〇
八
）
へ
所
蔵
品
を
入
質
し
て
い
た
。
川

村
家
に
は
松
平
家
か
ら
の
質
物
の
抵
当
と
し
て
狩
野
元
信
筆
「
全
身
龍
」
な
ど

の
数
点
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
川
村
家
で
は
松
平
家
旧
蔵
品
で
あ
る
有
来
茶
碗
、

狩
野
元
信
筆
「
全
身
龍
」
な
ど
を
所
蔵
し
て
い
た
こ
と
と
な
る
。

　

こ
こ
で
川
村
家
が
所
蔵
品
を
入
質
し
た
松
浦
家
と
の
取
り
引
き
に
注
目
す
る
。

現
在
の
川
村
家
の
協
力
に
よ
り
美
術
品
譲
渡
に
関
係
す
る
文
書
の
提
供
を
受
け

た
。
ま
ず
明
治
二
十
五
年
五
月
三
十
日
付
の
松
浦
家
よ
り
川
村
傳
衛
宛
の
証
文

（
図
16
。
個
人
蔵
）
で
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　

証

一　

定
家
卿
懐
紙　

壱
幅

一　

忠
度
茶
入　
　

壱
筥

　
　
　
　

袋
共

一　

面
壁
茶
入　
　

壱
筥

　
　
　
　

袋
共　

壱
筥

一　

山
雀
茶
入　
　

壱
筥

　
　
　
　

袋
共

一　

布
引
茶
入　
　

壱
筥

　
　
　
　

袋
共

一　

忘
水
茶
碗　
　

壱
筥

　
　

〆
六
品

右
之
物
品
正
ニ
請
取
候
也

明
治
二
十
五
年　
　
　

松
浦
詮
内

　

五
月
三
十
日　
　
　
　

松
浦
信
寔　

印

216
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川
村
傳
衛
殿

定
家
卿
懐
紙
と
は
図
15
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
藤
原
定
家
筆
二
首
懐
紙

（
図
7
）
と
判
断
さ
れ
る
。
こ
の
ほ
か
忠
度
、
面
壁
、
布
引
、
忘
水
と
い
っ
た

松
平
家
旧
蔵
品
が
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
本
証
文
は
川
村
家
か
ら
こ
れ
ら
の

作
品
を
松
浦
家
が
請
け
取
っ
た
際
の
証
文
と
な
る）36
（

。
差
出
人
は
松
浦
信
寔
（
生

没
年
不
祥
）。
日
付
に
注
目
す
る
と
星
ヶ
丘
茶
寮
で
の
売
立
の
中
日
で
あ
る
。

売
立
の
開
催
に
際
し
て
、
そ
の
ま
ま
作
品
を
譲
渡
し
た
と
判
断
さ
れ
る
。

　

次
に
明
治
二
十
五
年
の
川
村
家
の
売
立
後
の
作
品
流
出
に
も
着
目
す
る
と
き
、

赤
星
弥
之
助
（
一
八
五
五
│
一
九
〇
四
）
と
の
取
り
引
き
に
関
し
て
、
明
治
三

十
年
六
月
二
日
付
の
、
迂
叟
の
養
子
で
あ
る
傳
蔵
（
緑
陰
／
一
八
四
五
│
一
九

一
七
）
に
宛
て
た
証
文
（
個
人
蔵
）
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　
　

証

一　

小
川
茶
入
其
外
拾
壱
品
也

　
　

右
者
今
般
貴
殿
ヨ
リ
譲
受
候
控

　
　

若
御
都
合
ニ
寄
今
後
壱
ケ
年

　
　

間
ニ
御
買
戻
し
ニ
相
成
節
者
金

　
　

六
萬
円
也
ニ
テ
御
返
附
可
被
候

　
　

為
後
日
如
件

　
　

明
治
三
拾
三
年

図16　松浦信寔より川村傳衛宛証文
個人蔵
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六
月
二
日　
　
　
　

赤
星
弥
之
助　

印

川
村
緑
陰
殿

本
証
文
か
ら
川
村
家
が
赤
星
弥
之
助
に
所
蔵
し
た
小
川
茶
入
を
は
じ
め
と
す
る

十
二
品
を
質
に
し
て
一
年
後
に
金
六
万
円
で
買
い
戻
す
こ
と
を
条
件
に
し
た
こ

と
が
知
れ
る
。
宛
名
は
緑
陰
と
な
り
、
当
時
は
迂
叟
の
実
子
で
あ
る
傳
蔵
に
跡

目
相
続
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
時
期
と
判
断
さ
れ
る
。

　

以
上
の
川
村
家
の
売
立
お
よ
び
二
通
の
証
文
に
み
た
作
品
は
、
全
て
『
御
手

許
御
道
具
覚
』
で
「
川
」
の
表
記
の
あ
る
作
品
で
あ
る
。
そ
の
た
め
「
川
」
の

表
記
の
あ
る
作
品
は
、
近
代
に
至
り
松
平
家
か
ら
川
村
家
に
一
旦
は
譲
渡
さ
れ

た
作
品
と
判
断
さ
れ
る）37
（

。

　

周
知
の
よ
う
に
松
平
家
で
は
大
正
元
年
と
同
八
年
に
東
京
美
術
倶
楽
部
で
売

立
に
よ
り
美
術
品
を
売
却
す
る
が
、
そ
の
間
に
も
大
正
二
年
に
は
松
平
家
と
根

津
嘉
一
郎
（
青
山
／
一
八
六
〇
│
一
九
四
〇
）
の
直
接
取
り
引
き
に
よ
り
文
琳

茶
入
銘
「
白
玉
」
が
譲
渡
さ
れ）38
（

、
個
人
取
り
引
き
に
よ
る
流
出
が
確
認
で
き
る
。

　

以
上
の
点
か
ら
「
川
」
の
表
記
は
松
平
家
と
川
村
家
と
の
間
で
の
直
接
取
り

引
き
に
よ
り
譲
渡
も
し
く
は
質
の
担
保
と
し
た
作
品
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
の
後
、

松
平
家
は
大
正
期
に
は
二
度
の
売
立
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
個
人
ま
た
は

売
立
に
よ
る
売
却
に
よ
っ
て
同
家
の
所
蔵
品
の
主
要
な
作
品
は
流
出
し
た）39
（

。

　

こ
の
よ
う
に
み
れ
ば
、『
御
手
許
御
道
具
覚
』
は
将
軍
家
か
ら
の
拝
領
品
、

冬
木
屋
上
田
家
、
土
屋
家
旧
蔵
品
の
入
手
や
歴
代
藩
主
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
含

め
た
う
ち
主
要
な
作
品
で
も
、
重
要
視
す
べ
き
作
品
の
作
品
リ
ス
ト
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
近
代
に
至
り
、
売
立
を
行
う
と
同
時
に
、
同
家
の
う
ち
で
も
主
要
な
作

品
と
し
て
本
蔵
帳
は
川
村
家
と
の
取
り
引
き
に
関
す
る
記
録
と
し
て
も
重
要
な

意
味
を
も
つ
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

七　
む
す
び

　

本
稿
で
は
松
平
家
の
蔵
帳
で
あ
る
『
御
手
許
御
道
具
覚
』
に
着
目
し
、
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
形
成
と
関
係
す
る
茶
の
湯
文
化
を
通
じ
た
交
流
を
明
確
に
し
た
。

　

忠
周
が
吉
宗
か
ら
拝
領
し
た
片
輪
車
蒔
絵
螺
鈿
手
箱
や
千
歳
蒔
絵
硯
箱
は
、

そ
の
後
も
松
平
家
に
伝
来
し
た
点
か
ら
、
忠
順
や
忠
済
に
よ
る
冬
木
屋
お
よ
び

土
屋
家
旧
蔵
品
の
入
手
は
、
名
物
の
作
品
へ
の
関
心
の
萌
芽
が
あ
っ
た
と
み
る

こ
と
が
で
き
、
同
家
は
優
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
形
成
し
た
。

　

忠
順
は
不
白
門
人
と
し
て
自
ら
茶
会
を
催
し
、
ま
た
不
白
の
茶
会
に
も
多
く

参
会
し
た
。
さ
ら
に
不
白
と
親
し
く
し
た
人
物
に
は
冬
木
屋
喜
平
次
、
冬
木
屋

小
平
次
を
は
じ
め
、
茶
会
で
の
参
会
で
は
江
戸
の
道
具
商
で
あ
る
伏
見
屋
甚
右

衛
門
（
生
没
年
不
詳
）、
竹
本
屋
五
兵
衛
、
本
屋
惣
吉
（
一
七
五
三
生
）
と
い

っ
た
名
も
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
忠
順
に
は
冬
木
屋
道
具
を
取
り
次
ぐ
環
境

が
整
っ
て
い
た
こ
と
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
当
然
、
美
術
品
を
取
り
次
ぐ
道
具

商
が
、
や
は
り
土
屋
家
旧
蔵
品
に
も
関
係
し
た
と
目
さ
れ
、
忠
順
、
忠
済
に
よ

る
収
集
へ
と
つ
な
が
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

今
回
、
注
目
し
た
『
御
手
許
御
道
具
覚
』
に
は
初
代
藩
主
忠
周
に
よ
る
拝
領
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品
を
主
軸
に
、
そ
の
後
は
忠
順
や
忠
済
に
よ
り
大
名
物
、
中
興
名
物
と
い
う
茶

の
湯
で
主
要
な
作
品
を
入
手
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
忠
順
の
茶
会
記

や
近
代
で
の
売
立
目
録
等
を
み
る
限
り
、
そ
の
他
に
も
多
く
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
も
『
御
手
許
御
道
具
覚
』
は
、
忠
済
以

降
の
藩
主
に
よ
り
同
家
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
う
ち
で
も
主
要
な
作
品
を
所
載
し

た
蔵
帳
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
。

　

で
は
こ
れ
ほ
ど
の
作
品
を
所
持
し
な
が
ら
、
忠
順
の
茶
会
記
で
は
長
次
郎
作

赤
樂
茶
碗
銘
「
初
音
」
以
外
に
使
用
が
確
認
で
き
な
い
の
は
、
ど
の
よ
う
な
理

由
に
よ
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
単
に
茶
会
記
が
少
な
い
ま
た
は
、
忠
順
の

頃
に
入
手
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
が
、
別
の
理
由
と

し
て
忠
順
の
こ
ろ
よ
り
の
藩
財
政
に
着
目
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
宝
暦
九
年
に

忠
順
は
蔵
帳
を
整
理
し
た
が
、
藩
で
は
倹
約
令
が
出
さ
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
忠
済
の
頃
に
至
っ
て
も
財
政
は
悪
化
の
ま
ま
で
あ
り
、
松
平
家
で
は
そ

の
よ
う
な
事
情
か
ら
も
公
と
し
た
茶
会
で
の
使
用
を
控
え
た
結
果
、
茶
会
記
と

い
う
記
録
に
残
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
一
方
で
、

松
平
家
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
部
に
つ
い
て
は
本
屋
了
芸
（
一
七
九
〇
生
）
に

よ
る
『
麟
鳳
亀
龍
』
や
『
苦
心
録
』（
今
日
庵
文
庫
蔵
）
に
み
る
こ
と
が
で
き
、

所
蔵
品
の
購
入
や
売
却
も
含
め
、
や
は
り
竹
本
屋
五
兵
衛
と
同
様
に
一
部
の
道

具
商
と
の
関
係
は
維
持
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
に
よ
り

同
家
が
多
く
の
作
品
を
所
蔵
し
な
が
ら
も
、
茶
の
湯
の
記
録
と
し
て
残
る
作
品

は
わ
ず
か
で
あ
っ
た
理
由
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

　

近
代
の
松
平
家
で
は
二
度
の
売
立
を
行
っ
た
が
、『
御
手
許
御
道
具
覚
』
の

「
川
」
の
表
記
か
ら
川
村
伝
左
衛
門
と
の
美
術
品
移
動
を
明
確
に
し
た
。
こ
の

こ
と
に
よ
っ
て
近
代
、
さ
ら
に
多
く
の
著
名
な
作
品
が
松
浦
家
や
赤
星
家
に
移

動
し
て
い
た
。

　

松
平
家
が
優
れ
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
形
成
し
た
背
景
に
は
拝
領
品
を
基
軸
と

し
て
、
忠
順
や
忠
済
に
よ
る
茶
の
湯
文
化
と
の
関
係
と
と
も
に
、
冬
木
屋
や
土

屋
家
の
流
出
と
い
う
時
期
と
、
藩
主
の
購
買
意
欲
に
よ
り
大
名
物
を
は
じ
め
と

す
る
作
品
の
収
集
が
で
き
た
と
結
論
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

謝
辞

本
稿
執
筆
に
あ
た
り
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
東
京
国
立
博
物
館
、
上
田
市
立
博
物

館
、
土
浦
市
博
物
館
、
静
岡
県
立
美
術
館
、
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
、
根
津
美

術
館
、
五
島
美
術
館
、
泉
屋
博
古
館
、
藤
田
美
術
館
、
野
村
美
術
館
、
香
雪
美
術
館
、

慶
應
義
塾
図
書
館
、
日
本
大
学
総
合
学
術
セ
ン
タ
ー
、
東
京
文
化
財
研
究
所
、
今
日

庵
文
庫
、
冬
木
家
、
川
村
家
、
個
人
の
御
所
蔵
家
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

付
記

本
研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
2 

1
Ｋ
1 

2 

8 

8 

9
に
よ
る
。

画
像
の
典
拠

図
1　

国
立
文
化
財
機
構
所
蔵
品
統
合
検
索
シ
ス
テ
ム

図
2　
『
藤
田
美
術
館
名
品
図
録
』
よ
り
転
載

図
5　

Im
age: T

N
M

 Im
age A

rchives
図
6　
『
大
正
名
器
鑑
』
よ
り
転
載

図
7
、
8　
『
泉
屋
博
古　

茶
道
具
』
よ
り
転
載

図
10　
『
五
島
美
術
館
の
名
品
』
よ
り
転
載
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松平伊賀守家のコレクション形成

（25）212

図
3
、
4
、
16　

所
蔵
元
よ
り
の
画
像
提
供

図
12
、
13　
　
　

上
田
市
立
博
物
館
よ
り
の
画
像
提
供

図
9
、
11
、
14
、
15　

筆
者
撮
影

付
録
1　
翻
刻

（
表
紙
）

大
影
公
御
直
筆
之
図

御
手
許

　

御
道
具
覚

川　
　
　

定
家
卿
二
首
懐
紙

　
　
　
　

同
小
倉
色
紙

川　
　
　

雪
舟
大
福
禄
壽　
　
　
　
　

一
軸

・　
　
　
　

同
書

福
禄
壽　
　
　
　
　

一
軸

　
　
　
　

同
雲
山
之
図　
　
　
　
　
　

一
軸

　
　
　
　

同
白
髭
福
禄
壽　
　
　
　
　

一
軸

川　
　
　

古
法
眼
全
躰
竜　
　
　
　
　

同

・　
　
　
　

同
三
祖
横
物　
　
　
　
　
　

同

・　
　
　
　

同
鷲
猿　
　
　
　
　
　
　
　

同

・　
　
　
　

屛
風
捲
花
鳥　
　
　
　
　
　

十
二
枚

　
　
　
　

舜
挙
芙
蓉　
　
　
　
　
　
　

一
軸

・　
　
　
　

日
観
浦葡

萄　
　
　
　
　
　
　

一
軸

　
　
　
　

牧
溪
眠
雁　
　
　
　
　
　
　

一
軸

川　
　
　

染
付
松
竹
梅
茶
碗

川　
　
　

忘
水
茶
碗　

井
戸

川　
　
　

有
来
茶
碗

・　
　
　
　

割
香
䑓
茶
碗

・　
　
　
　

古
手
屋
茶
碗

・　
　
　
　

沖
伊
羅
保
茶
碗

　
　
　
　

道
成
寺
茶
碗

・　
　
　
　

初
音
茶
碗

　
　
　
　

朝
烏
茶
碗

　
　
　
　

赤
織
部
茶
碗

・　
　
　
　

高
麗
三
角
茶
碗

　
　
　
　

瀬
戸
筒
茶
碗

　
　
　
　

備
前
角
牙
茶
碗

　
　
　
　

瑠
璃
鳥
香
合

　
　
　
　

同
顧
香
合

御
拝
領　

片
輪
車
手
箱　
　
　
　
　
　

一
箱

同　
　
　

同
千
と
せ
硯
箱　
　
　
　
　

同

　
　
　
　

お
な
し
く
記　
　
　
　
　
　

一
軸

　
　
　
　

な
る
み
硯
箱　
　
　
　
　
　

一
箱

　
　
　
　

銅
雀
䑓
尾
硯　
　
　
　
　
　

同

　
　
　
　

李
安
忠
う
つ
ら　
　
　
　
　

一
軸

　
　
　
　

定
家
卿
三
首
懐
紙　
　
　
　

一
軸

　
　
　
　

同
源
氏
挟
衣　
　
　
　
　
　

一
箱

　
　
　
　

同
二
十
首
和
歌
巻
物　
　
　

一
包

　
　
　
　

同
小
色
紙　
　
　
　
　
　
　

一
軸

　
　
　
　

後
京
極
朗
詠
巻
物　
　
　
　

一
箱

　
　
　
　

寂
蓮
法
師
朗
詠
巻
物　
　
　

同

　
　
　
　

尊
圓
古
今
集　
　
　
　
　
　

同

　
　
　
　

後
鳥
羽
院
金
葉
集　
　
　
　

同

人文21_02t本文.indb   25人文21_02t本文.indb   25 2023/02/22   13:072023/02/22   13:07



（26）

人文 21号（2022）

　
　
　
　

土
佐
さ
れ
繪
巻
物　
　
　
　

同

　
　
　
　

大
覺
禅
師
示
衆　
　
　
　
　

一
軸

　
　
　
　

宗
祇
文　
　
　
　
　
　
　
　

同

　
　
　
　

古
法
眼
月
見
布
袋　
　
　
　

同

　
　
　
　

同
酢
吸
三
教　

三
幅
對　
　

一
箱

　
　
　
　

雪
舟
小
福
禄
壽　
　
　
　
　

一
箱

　
　
　
　

雪
舟
神
農　
　
　
　
　
　
　

一
軸

　
　
　
　

利
休
か
ね
の
ふ
た
置　
　
　

一
箱

　
　
　
　

油
滴
花
入　
　
　
　
　
　
　

同

　
　
　
　

き
ぬ
た
花
入　
　
　
　
　
　

同

　
　
　
　

女
郎
花
二
重
切　
　
　
　
　

同

　
　
　
　

備
前
た
ひ
枕
花
入　
　
　
　

同

　
　
　
　

古
備
前
花
入　
　
　
　
　
　

同

　
　
　
　

釣
舟
花
入　
　
　
　
　
　
　

同

　
　
　
　

若
狭
盆　
　
　
　
　
　
　
　

同

　
　
　
　

光
悦
伯
蔵
主
香
合　
　
　
　

同

　
　
　
　

松
風
茶
杓　
　
　
　
　
　
　

一
包

　
　
　
　

よ弱

法

師

ろ
ほ
し
茶
杓　
　
　
　
　

同

　
　
　
　

三
島
香
炉　
　
　
　
　
　
　

一
箱

　
　
　
　

太
閤
之
歌　
　
　
　
　
　
　

一
軸

御
拝
領　

白
玉
文
琳
茶
入

同　
　
　

袋

川　
　
　

小
川
茶
入　

袋
共
二
個　
　

一
包

川　
　
　

伊
予
簾
茶
入　

同　
　
　
　

一
包

川　
　
　

同
歌
小
色
紙　
　
　
　
　
　

一
軸

〃　
　
　

同
記　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
軸

川　
　
　

玉
川
茶
入　

袋
共
二
箱　
　

一
包

同　
　
　

同
歌
色
紙　
　
　
　
　
　
　

一
軸

川　
　
　

真
如
堂
茶
入　

袋
共
二
箱　

一
包

川　
　
　

常
夏
茶
入　

同　
　
　
　
　

同

川　
　
　

布
引
茶
入　
　
　
　
　
　
　

一
包

川　
　
　

面
壁
茶
入

同　
　
　

同
袋

川　
　
　

忠
度
茶
入　

袋
共
二
筥

　
　
　
　

三
国
茶
入　

同

　
　
　
　

瀬
戸
小
大
海
茶
入　

同　
　

一
包

　
　
　
　

唐
擂
座
茶
入

　
　
　
　

同
袋

　
　
　
　

中
山
茶
入

　
　
　
　

同
袋

　
　
　
　

弦
付
茶
入　

袋
共　
　
　
　

一
箱

川　
　
　

玳
皮
盞
天
目　

䑓
共　
　
　

同

　
　
　
　

菊
花
天
目　
　
　
　
　
　
　

同

川　
　
　

利
休
狂
言
袴
茶
碗

 

（
以
上
）

付
録
2　
松
平
家
の
主
要
な
美
術
品
移
動

本
稿
に
加
え
、
以
下
の
文
献
を
参
考
に
し
た
。

重
根
弘
和
責
任
編
集
『
和
物
茶
碗
Ⅰ
』
淡
交
社
、
二
〇
二
二
年

田
中
友
道
『
上
田　

武
家
と
町
人
の
茶
』
信
毎
書
籍
出
版
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
八

年東
京
文
化
財
研
究
所
編
『
近
代
日
本
ア
ー
ト
・
カ
タ
ロ
グ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
ゆ

ま
に
書
房
、
二
〇
〇
一
年

211
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松平伊賀守家のコレクション形成

（27）

（
正
徳
四
年
五
月
）　　

  

十
三
日
。
銀
座
役
人
闕
所
に
伴
い
、
所
蔵
品
が
入
札
に
よ
り

売
却
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
片
輪
車
蒔
絵
螺
鈿
手
箱
、
千
歳
蒔

絵
硯
箱
、
若
狭
盆
は
一
旦
売
却
が
決
定
す
る
が
、
そ
の
後
は

二
条
城
で
保
管
さ
れ
る
。

初
代
藩
主　

忠
周　
　

宮
廷
、
宮
家
か
ら
書
画
な
ど
を
拝
領
。

　

享
保
五
年
七
月　
　

  

十
二
日
。
片
輪
車
蒔
絵
螺
鈿
手
箱
、
千
歳
蒔
絵
硯
箱
を
吉
宗

か
ら
拝
領
す
る
内
示
か
。

　

享
保
六
年
五
月　
　

  
十
九
日
。
片
輪
車
蒔
絵
螺
鈿
手
箱
、
千
歳
蒔
絵
硯
箱
、
圓
満

院
常
尊
筆
「
千
歳
蒔
絵
硯
箱
之
伝
」
を
京
よ
り
運
搬
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
九
日
よ
り
二
十
一
日
の
間
、
江
戸
城
に
持
参
。

　

享
保
六
年
七
月　
　

  

三
日
。
忠
周
の
帰
洛
に
際
し
て
、
吉
宗
か
ら
片
輪
車
蒔
絵
螺

鈿
手
箱
、
千
歳
蒔
絵
硯
箱
、
圓
満
院
常
尊
筆
「
千
歳
蒔
絵
硯

箱
之
伝
」
を
拝
領
。

三
代
藩
主　

忠
順　
　

  

冬
木
屋
旧
蔵
品
の
大
名
物
や
中
興
名
物
の
茶
の
湯
道
具
を
入

手
。

四
代
藩
主　

忠
済　
　

土
屋
家
旧
蔵
品
の
名
物
の
茶
の
湯
道
具
を
入
手
。

四
代
藩
主　

忠
済　
　

  

所
蔵
品
の
一
部
を
売
却
。
売
却
し
た
の
ち
は
鳥
羽
屋
（
本

家
）、
不
昧
な
ど
が
所
持
。

七
代
藩
主　

忠
禮　
　

文
久
ま
た
は
元
治
の
こ
ろ
、
所
蔵
品
の
一
部
を
売
却
。

（
慶
応
三
年
ご
ろ
）　　

  

廃
藩
置
県
に
伴
い
原
町
、
海
野
町
や
個
人
に
東
京
へ
の
引
き

上
げ
費
用
を
拠
出
す
る
に
際
し
て
、
作
品
を
譲
渡
。

（
明
治
期
）　　
　
　
　

  

観
古
美
術
会
へ
片
輪
車
蒔
絵
螺
鈿
手
箱
、
狩
野
元
信
筆
三
幅

対
「
酢
吸
三
教
図
」、
沈
南
蘋
筆
花
鳥
、
定
家
筆
小
倉
色
紙

な
ど
を
出
品
。

（
年
次
不
詳
）　　
　
　

  

松
平
家
よ
り
川
村
家
へ
の
作
品
の
譲
渡
は
忠
禮
の
こ
ろ
か
。

な
お
川
村
家
は
明
治
二
十
五
年
五
月
二
十
九
日
か
ら
六
月
一

日
に
売
立
を
行
い
、
松
平
家
旧
蔵
の
「
全
体
龍
」
な
ど
を
売

却
。

　

大
正
元
年
十
二
月　

十
三
日
。
第
一
回
の
売
立
を
行
う
。

　

大
正
二
年　
　
　
　

  

根
津
嘉
一
郎
と
の
直
接
取
り
引
き
に
よ
り
文
琳
茶
入
銘
「
白

玉
」
を
譲
渡
。

　

大
正
八
年
六
月　
　

三
十
日
。
第
二
回
の
売
立
を
行
う
。

註（
1
）　

宮
武
慶
之
「
千
家
中
興
名
物
・
千
歳
硯
箱
の
行
方
│
│
国
宝
・
片
輪
車
蒔
絵

螺
鈿
手
箱
と
と
も
に
│
│
」『
和
比
』
第
十
二
号
、
表
千
家
不
審
菴
文
庫
、
二

〇
二
〇
年
、
五
七
│
七
六
頁
。

（
2
）　

こ
の
点
は
諸
家
の
蔵
帳
が
、
作
品
を
網
羅
し
た
台
帳
と
し
て
の
性
格
を
有
す

る
に
対
し
、
本
蔵
帳
は
明
ら
か
に
精
選
し
て
お
り
、
ま
た
松
平
家
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
形
成
を
明
確
に
す
る
上
で
現
在
、
確
認
で
き
る
資
料
と
し
て
も
重
要
で
あ

る
。

（
3
）　

展
覧
会
図
録
『
江
戸
の
茶
の
湯
』
根
津
美
術
館
、
二
〇
一
九
年
、
八
二
頁
。

　
　

川
上
不
白
の
門
人
を
記
し
た
『
茶
人
家
譜
』（
江
戸
千
家
蔵
）
の
「
凢
門
人
」

に
は
「
松
平
伊
賀
守
忠
順
」
と
あ
る
。

（
4
）　

伊
賀
守
家
の
売
立
目
録
は
以
下
と
な
る
。

　
　

売
立
目
録
『
某
御
華
族
御
蔵
器
入
札
売
立
』。
東
京
美
術
倶
楽
部
。
大
正
元
年
。

　
　

売
立
目
録
『
旧
松
平
伊
賀
守
御
蔵
品
入
札
』。
東
京
美
術
倶
楽
部
。
大
正
八
年
。

（
5
）　

本
手
箱
は
売
立
目
録
『
旧
松
平
伊
賀
守
御
蔵
品
入
札
』
に
「
名
物
片
輪
車
手

箱
」
と
し
て
所
載
さ
れ
る
。

（
6
）　

収
納
す
る
箱
の
間
に
は
各
々
、
隙
間
が
あ
る
。
こ
の
点
は
明
確
な
資
料
を
欠

く
が
、
ほ
か
の
松
平
家
旧
蔵
品
か
ら
推
測
し
て
上
質
な
更
紗
が
風
呂
敷
と
し
て

用
い
ら
れ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
く
。

（
7
）　

先
行
研
究
で
拝
領
の
時
期
を
享
保
五
年
七
月
十
二
日
と
紹
介
す
る
の
は
松
平

忠
倫
に
よ
る
『
信
州
民
報
』（
昭
和
五
十
九
年
十
月
三
十
一
日
付
）
へ
の
寄
稿

）

ま
た
は
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文
で
あ
る
。
同
書
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　

京
都
所
司
代
在
任
中
の
享
保
五
年
庚
子
七
月
十
二
日
（
一
七
二
〇
）
に
時

の
将
軍
吉
宗
公
か
ら
拝
領
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
外
に
、
千
歳
、
鳴

海
と
い
う
金
蒔
絵
の
硯
箱
も
拝
領
し
て
い
る
。

　
　

そ
の
際
に
典
拠
と
し
た
文
献
に
つ
い
て
は
昭
和
四
十
三
年
六
月
七
日
付
の
同
紙

で
の
取
材
記
事
で
は
「
御
朱
印　

御
長
持
入
日
記
」
と
さ
れ
、
本
資
料
で
あ
る

と
目
さ
れ
る
。
現
在
、
本
資
料
は
確
認
で
き
て
い
な
い
。

（
8
）　

当
初
、
筆
者
は
こ
の
点
を
当
時
の
環
境
を
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ
の
環

境
と
は
第
一
に
、
正
徳
四
年
の
銀
座
役
人
闕
所
道
具
に
関
係
し
た
鼠
屋
半
兵
衛

（
生
没
年
不
詳
）
が
お
り
、
さ
ら
に
当
時
の
老
中
は
茶
の
湯
道
具
を
多
く
所
持

し
た
土
屋
政
直
で
あ
る
。
半
兵
衛
の
名
は
政
直
の
茶
会
記
で
確
認
で
き
、
名
物

道
具
に
関
心
の
高
い
人
物
が
吉
宗
の
周
辺
に
は
い
た
こ
と
と
な
る
。

（
9
）　

宮
武
慶
之
「
松
印
御
道
具
江
戸
控
帳
」『
文
化
情
報
学
』
第
一
六
巻
第
一
号

第
二
号
合
併
号
、
八
九
│
一
一
二
頁
、
二
〇
二
一
年
。

（
10
）　

そ
の
理
由
と
し
て
松
平
家
の
売
立
目
録
『
某
御
華
族
御
蔵
器
入
札
売
立
』
に

は
、『
土
屋
蔵
帳
』
に
所
載
さ
れ
る
寸
松
庵
色
紙
（
重
要
文
化
財
。
泉
屋
博
古

舘
蔵
）
や
、
茶
壺
「
山
埜
井
壺
」
が
確
認
で
き
る
も
の
の
、『
御
手
許
御
道
具

覚
』
に
は
記
載
さ
れ
な
い
た
め
で
あ
る
。

（
11
）　

た
だ
し
『
徳
川
実
紀
』
お
よ
び
『
寛
政
重
脩
諸
家
譜
』
の
記
述
で
は
忠
愛
が

拝
領
し
た
。
し
か
し
実
際
の
拝
領
者
は
忠
周
と
な
る
。

（
12
）　

前
掲
注
（
9
）。

（
13
）　

高
橋
義
雄
編
『
大
正
名
器
鑑
』
第
二
編
、
寶
雲
舎
、
一
九
二
一
年
、
四
三
│

四
五
頁
。

（
14
）　

川
上
宗
雪
監
修
、
谷
晃
編
『
川
上
不
白
茶
会
記
集
』
中
央
公
論
新
社
、
二
〇

一
九
年
、
五
五
二
頁
。

　
　

な
お
、
こ
の
茶
会
記
に
つ
い
て
八
尾
嘉
男
氏
の
改
題
で
は
底
本
を
三
井
文
庫
所

蔵
本
と
し
、
校
合
本
と
し
て
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
分
校
附
属
図
書
館
本
（
以

下
、
バ
ー
ク
レ
イ
本
）
で
あ
る
と
紹
介
す
る
。
ま
ず
底
本
と
し
た
三
井
文
庫
所

蔵
本
は
松
平
伊
勢
守
（
康
郷
）、
次
に
校
合
本
と
し
た
バ
ー
ク
レ
イ
本
で
は
伊

賀
守
と
あ
る
。
そ
こ
で
伊
賀
守
家
の
『
御
手
許
道
具
控
』
を
確
認
す
る
と
「
初

音
茶
碗
」
と
し
て
所
載
さ
れ
る
点
か
ら
、
こ
の
茶
会
記
に
つ
い
て
い
え
ば
バ
ー

ク
レ
イ
本
の
通
り
伊
賀
守
に
よ
る
茶
会
記
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

（
15
）　

な
お
現
在
の
冬
木
家
の
協
力
に
よ
り
系
図
お
よ
び
過
去
帳
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
没
年
齢
は
そ
れ
ぞ
れ
五
十
九
歳
、
五
十
一
歳
と
あ
る
た
め
、
現
時
点
で
は

二
つ
の
没
年
齢
を
表
記
す
る
。

（
16
）　

千
宗
室
等
編
『
茶
道
古
典
全
集
』
第
十
二
巻
、
淡
交
社
、
一
九
六
二
年
、
三

三
五
頁
。

（
17
）　

古
谷
稔
「
新
資
料
の
藤
原
定
家
筆
「
熊
野
懐
紙
」
と
「
和
歌
懐
紙
」」『
泉
屋

博
古
館
紀
要
』
第
十
二
巻
、
一
九
九
六
年
、
七
七
│
九
二
頁
。

（
18
）　

な
お
本
作
品
は
小
堀
遠
州
よ
り
出
る
と
あ
る
が
、『
遠
州
蔵
帳
』
お
よ
び
遠

州
の
茶
会
記
で
は
使
用
が
確
認
で
き
な
い
。
な
お
赤
星
家
の
売
立
目
録
で
は
単

に
名
物
と
記
載
さ
れ
る
が
、
中
興
名
物
の
意
で
あ
る
。

（
19
）　

作
品
の
詳
細
に
つ
い
て
は
次
の
文
献
に
詳
し
い
。

　
　

梶
山
博
史
「
表
紙
解
説　

染
付
松
竹
梅
図
茶
碗
」『
茶
道
の
研
究
』
通
号
七
六

四
号
、
二
〇
一
九
年
、
四
六
│
四
八
頁
。

（
20
）　

玳
皮
盞
天
目
お
よ
び
台
は
寛
政
四
年
に
朽
木
家
に
譲
渡
さ
れ
た
と
さ
れ
る
が
、

そ
の
後
は
松
平
家
が
所
蔵
す
る
。

（
21
）　

前
掲
注
（
14
）。
川
上
宗
雪
監
修
、
谷
晃
編
『
川
上
不
白
茶
会
記
集
』。
四
四

二
頁

（
22
）　

高
橋
義
雄
編
『
大
正
名
器
鑑
』
第
四
編
、
寶
雲
舎
、
一
九
二
一
年
、
一
九
│

二
〇
頁
。

　
　

本
茶
入
は
遠
州
に
よ
る
箱
墨
書
か
ら
別
銘
を
「
山
桜
」
と
い
う
。

（
23
）　

松
平
家
が
所
蔵
し
た
冬
木
屋
旧
蔵
品
の
う
ち
、
本
家
旧
蔵
品
が
多
く
確
認
で

き
、
松
平
家
が
本
家
よ
り
入
手
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
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作
品
を
特
定
の
時
期
に
一
括
購
入
し
た
と
は
断
言
で
き
な
い
。

（
24
）　

展
覧
会
図
録
『
土
屋
家
の
茶
の
湯
』
土
浦
市
博
物
館
、
一
九
九
二
年
、
八
三

│
八
八
頁
。

　
　

同
書
の
「
土
屋
家
茶
道
具
目
録
」
で
は
文
献
よ
り
伝
来
が
明
記
さ
れ
る
。
こ
の

う
ち
伊
賀
守
家
に
伝
わ
っ
た
作
品
の
多
く
は
寛
政
期
と
し
て
表
記
さ
れ
る
。
た

だ
し
明
確
な
時
期
は
特
定
で
き
て
い
な
い
。
な
お
同
書
中
、「
漢
作
唐
物
大
海

茶
入　

銘
山
桜
大
海
」
が
伊
賀
守
と
表
記
さ
れ
る
が
、
正
し
く
は
松
平
和
泉
守

で
あ
る
。
伊
賀
守
家
で
は
「
三
国
茶
入
（
別
銘
山
桜
）」
を
所
蔵
し
た
。

（
25
）　

宮
武
慶
之
「
江
戸
時
代
後
期
の
冬
木
屋
所
蔵
品
と
周
縁
│
『
宇
米
廼
記
』
を

起
点
と
し
て
│
」『
人
文
』
第
二
〇
号
、
二
〇
二
二
年
、
四
〇
九
│
四
二
八
頁
。

（
26
）　

高
橋
義
雄
編
『
大
正
名
器
鑑
』
第
六
編
、
寶
雲
舎
、
一
九
二
一
年
、
一
〇
八

頁
。

（
27
）　

本
作
品
に
つ
い
て
は
『
國
華
（
第
一
四
六
号
）』（
一
八
八
九
年
）
で
、
狩
野

元
信
筆
「
夢
想
天
神
図
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
。
な
お
模
写
が
東
京
藝
術
大
学

大
学
美
術
館
に
数
件
所
蔵
さ
れ
る
。

（
28
）　

喜
多
村
節
信
に
よ
る
『
き
〻
の
ま
に
ま
に
』
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　

彼
目
録
に
梅
く
〻
り
天
神
、
古
法
眼
が
筆
と
か
や
、
そ
れ
ハ
所
蔵
の
人
沢
清
と

か
記
せ
り
実
は
鳥
羽
や
清
右左

衛
門
也

（
29
）　

宮
武
慶
之
「
竹
本
屋
五
兵
衛
に
つ
い
て
」『
人
文
』
第
一
八
号
、
学
習
院
大

学
人
文
科
学
研
究
所
、
二
〇
二
〇
年
、
二
三
五
│
二
四
六
頁
。

（
30
）　

鳥
羽
屋
道
樹
に
つ
い
て
は
以
下
の
論
考
に
詳
し
い
。

　
　

宮
武
慶
之
「
鳥
羽
屋
道
樹
」『
研
究
紀
要
』
第
三
〇
号
、
野
村
文
華
財
団
、
二

〇
二
一
年
、
一
八
│
三
三
頁
。

　
　

宮
武
慶
之
「
鳥
羽
屋
道
樹
（
二
）
│
江
戸
で
の
交
流
と
収
集
の
姿
勢
│
」『
研

究
紀
要
』
第
三
一
号
、
野
村
文
華
財
団
、
二
〇
二
二
年
、
一
八
│
三
一
頁
。

（
31
）　

本
幅
は
『
大
正
名
器
鑑
』
編
纂
時
に
馬
越
恭
平
が
所
持
し
た
の
ち
、
後
藤
家

に
譲
渡
さ
れ
た
。

（
32
）　

筆
者
を
松
平
忠
常
と
す
る
の
は
『
泉
屋
博
古　

茶
道
具
』（
二
〇
二
二
年
、

泉
屋
博
古
館
）。

（
33
）　

全
て
の
所
蔵
品
に
次
第
を
整
え
た
形
成
が
確
認
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
冬

木
屋
旧
蔵
品
で
あ
る
「
赤
織
部
茶
碗
」（
香
雪
美
術
館
蔵
）
に
は
、
定
家
様
の

書
付
は
な
い
。

（
34
）　

松
山
吟
松
庵
『
つ
れ
づ
れ
の
友
』（
慶
應
義
塾
大
学
所
蔵
）
に
は
次
の
よ
う

な
記
述
が
あ
る
。

　
　

明
治
廿
五
年
五
月
二
十
九
日
ヨ
リ
六
月
一
日
マ
テ
星
ヶ
岡
茶
寮
ニ
於
テ

　
　

川
村
傳
衛
氏
蔵
品
入
札
ア
リ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
井
銀
行
引
請

（
35
）　

高
橋
箒
庵
『
近
世
道
具
移
動
史
』
慶
文
堂
書
店
、
一
九
二
九
年
、
九
六
│
一

〇
〇
頁
。

（
36
）　

二
首
懐
紙
は
大
正
六
年
に
行
わ
れ
た
赤
星
家
の
売
立
に
出
品
が
確
認
で
き
る
。

そ
の
後
、
住
友
家
が
入
手
し
大
正
十
年
十
一
月
二
十
四
日
の
茶
会
で
使
用
さ
れ

る
（『
大
正
茶
道
記
』）。

（
37
）　

時
期
を
明
確
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
川
村
家
が
、
当
時
の
松
平
家

当
主
忠
禮
と
の
金
融
に
よ
り
、
家
伝
の
作
品
を
預
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
な

お
『
近
世
道
具
移
動
史
』
や
証
文
等
の
記
述
以
外
の
「
川
」
の
表
示
の
あ
る
作

品
の
多
く
は
赤
星
家
の
所
蔵
品
と
な
っ
て
い
る
。。

（
38
）　

前
掲
注
（
13
）。

（
39
）　

田
中
友
道
『
上
田
│
武
家
と
町
人
の
茶
』
信
毎
書
籍
出
版
セ
ン
タ
ー
、
一
九

九
八
年
四
八
│
五
一
頁
。

　
　

こ
れ
ら
の
以
外
の
作
品
で
は
、
松
平
家
が
廃
藩
置
県
後
に
東
京
に
移
住
す
る
際
、

そ
の
資
金
の
見
返
り
に
上
田
領
民
に
与
え
た
作
品
も
あ
り
、
近
代
に
至
り
流
出

し
た
。
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207

EN
G

LISH
 SU

M
M

A
R

Y
T

he Form
ation of the M

atsudaira Iga-no-K
am

i Fam
ily C

ollection: 
Focusing on the M

ovem
ent of M

eibutu-D
ougu.

M
IYATA

K
E

 Yoshiyuki
T

he M
atsudaira Iga-no-K

am
i fam

ily, the feudal lord of U
eda, is know

n to 
have ow

ned m
any w

orks of art, including a K
ataw

akurum
a-m

akieraden-
tebako

（a national treasure

）. H
ow

ever, the form
ation of the fam

ily’ s 
collection has not been clarified due to a lack of data.
A

s a new source of inform
ation, we focused on the “ O

tem
oto-odougu-hikae”

（ow
ned by the U

eda C
ity M

useum

）, w
hich is a storehouse book of the 

fam
ily’ s tea cerem

ony utensils. A
lthough there are only seventy-eight item

s 
listed in this collection ledger, it contains tw

o national treasures and one 
im

portant cultural property and one im
portant art object. T

he history of 
these tools can be roughly classified into three categories: item

s received from
 

the Shogun, item
s form

erly ow
ned by the Fuyukiya U

eda fam
ily, a lum

ber 
m

erchant in E
do, and item

s form
erly ow

ned by the Tsuchiya fam
ily, the 

feudal lord of Tsuchiura. In particular, m
any of the chu-ko-m

eibutu from
 the 

form
er collection of the Fuyukiya H

onke had been m
oved to the Iganokam

i 
fam

ily. Since the acquisition of these tools was naturally deeply related to the 
trends surrounding art works in Edo at that tim

e, we focus on the m
ovem

ents 
of the third feudal lord M

atsudaira Tadayori and the fourth feudal lord 
Tadam

asa. T
his paper uses the “ O

tem
oto-dougu-hikae”  as a starting point to 

clarify the form
ation of the collection and the relationship between the Iga-

no-kam
i fam

ily heads and the culture of the tea cerem
ony, and also discusses 

the m
ovem

ent of art objects in the m
odern period.

　

Key W
ords :   M

atsudaira-IganoK
am

i, Fuyukiya U
eda Fam

ily, C
huko-

M
eibutu, K

awakam
i Fuhaku, C

hanoyu C
ulture
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